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【2004岩倉の風景●小さな自然　　と殿様蛙】 
どくだみ との  さま がえる 

　ドクダミは、独特の臭気があり、これを嫌う人も

あるが昔から民間薬としてこれを煎じて服用してき

た。生薬名を重薬（十薬）。  

　６月になると一斉に白い花が咲き、全体が色・形と

もに美しく私は画材として大切にしている。 

 

 

　数年前に写生のため田の畦道で捕えた殿様蛙を庭

に放しておいたところ、住みついて毎年姿を見せて

くれる。今年はずいぶん大きくなり、文字どおり蛙

の殿様の貫禄をもっていて、思わずうれしくなった。

雨蛙と共にわが家の愛すべき生き物である。 

 

　　　　　　　　　　　　　日本画家　　大野幹彦 ●発行
〒482
☎０５８
●編集
●毎月
●岩倉
http:/

岩倉市
        
        
        
        

★印は
休日急
岩倉市
万歩計
交付は
※毎週
発行業

市の花／つつじ 

あまがえる 



悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲自然生態園のトンボ池で、

睡　がきれいな花を咲かせて

いました。 

市政の窓 3
「新成人のつどい」企画・運営ボラン 
ティアを募集します　　　　　　 …３ 
金婚祝賀会　　　　　　　  …３ 
古紙・古着は貴重な資源です  …４ 
「親子ごみ探検教室」に参加しませんか …５ 
地震防災講習会を開催します  …５ 
折り鶴を折ってみませんか　　  …５ 
人権擁護委員制度をご存知ですか …６ 
花のあるまちづくりコンテスト審査結果 …６ 
「灘久美子さん」のキューバコラム …７ 
人形劇フェスティバル実行委員を募集 …７  
子ども囲碁体験教室   …７ 
「さわやかサマースタイルキャンペーン」 …７ 
市税条例が改正されました　　  …８ 
平成１６年度の区長・環境委員  …９ 
水道料金の期限内納付にご協力ください …１０ 
第４６回水道週間               …１０ 
家庭での食中毒対策　　 …１１ 
市民スペース 
ミニステージ・市民ギャラリー情報 …１１ 
平成１５年度公共用水域水質調査結果 …１２ 

児童手当現況届の提出を 

普通救命講習会 

25
南小学校児童が市役所見学・東町防 
犯組織が発足・しょうぶ湯 

フォトニュース 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
～石仏町かいわい～ 

暮らしのガイド 16

手続き 17

講座・教室 18

子育て支援講演会・精神保健福祉講演会 
児童館おもちゃ病院・歌謡ショー 
ミニミニコンサート・史跡公園月釜 
２００４ハートフルな集いｉｎ岩倉 
世界のお惣菜・俳句俳画作品展 

市民ボウリング大会参加者 
固定資産鑑定評価員 

募集 18

風しんの予防接種を受けていない人へ 
講演会「糖尿病を予防しよう」 

健康 18

催し 16

不用品データバンク 
尾張北部聖苑の斎場棟式場（葬儀場） 
改修工事 
消防テレホンサービス 
公共用地取得にご協力を 
危険物安全週間 
愛・地球博　ここが見どころ 
架空請求にご注意ください！ 
図書館ニュース 
入学前就学相談・教育相談・子育て相談 
市民相談　　　　　　　　　　　ほか 

相談・その他 19

南部中学校 
24

15

14

学校通信 

人に会う旅パートⅩⅡ 
国際交流はいま 
岩倉桜武館 

高血圧！　こんな事に気をつけよう！ 

スポーツ大好き！ 

14知っておきたい健康講座 

22市民のひろば・いわくらネットワーク 

すいれん 
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の
ま
ち
で
す 

▲自然生態園

睡　がきれい

いました。 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」 

企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す 

結
婚
50
周
年
の
ご
夫
婦
を 

お
祝
い
し
ま
す 

　
　
　
　
〜
金
婚
祝
賀
会
〜 

（火） 

（金） 

（日） 

（火） 

　
岩
倉
市
で
は
、
結
婚
５０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
招
待
し
て
、
金
婚
祝
賀
会
を
開
き
ま
す
。 

　
ご
夫
婦
の
記
念
に
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１１
月
２３
日
　
（
祝
日
） 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
内
容
　
式
典
（
祝
い
の
品
の
贈
呈
な
ど
）
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

●
対
象
　
今
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の

間
に
、
結
婚
５０
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
（
昭
和

３０
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
婚
姻
届
出

の
人
）
ま
た
は
、
す
で
に
結
婚
５０
年
を
迎
え
て
い

る
が
、
都
合
で
今
ま
で
に
申
し
出
て
い
な
い
ご
夫

婦
。
た
だ
し
、
１
月
１
日
現
在
引
き
続
き
１
年
以

上
市
内
に
お
住
ま
い
の
こ
と
。 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
、
各
老
人
憩
の
家
に

あ
る
「
金
婚
祝
申
請
書
」
に
ご
夫
婦
の
戸
籍
謄
本

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
資
格
を
確
認
し
た
う
え
で
、
金
婚
祝
賀
会
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
す
。 

●
受
付
期
間
　
６
月
１
日
　
〜
１８
日
　
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
（
☎

３
８
―
５
８
１
１
）
ま
た
は
、
各
老
人
憩
の
家
ま

で
。 

すいれん 

（月） 

「新成人のつどい」開催案内 
●と　き　平成１７年１月９日（日）午前１１時～ 

※開催日が、「成人の日」の月曜日から日曜

日に変更になりました。お間違えのないよう

にご注意ください。 

●ところ　総合体育文化センター多目的ホー

ル 

●その他　新成人のつどいは、岩倉市に住民

票がない人も参加できます。 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１７
年
１
月
９
日
　
に
「
新

成
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
に
あ
た

り
新
成
人
を
迎
え
る
人
で
、
つ
ど
い
の
企
画
・
運

営
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。 

　
新
し
い
門

出
と
な
る「
新

成
人
の
つ
ど

い
」
を
自
ら

の
手
で
つ
く

っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
き

っ
と
す
ば
ら

し
い
思
い
出

に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
や
る
気
の
あ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
対
象
者
　
昭
和
５９
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６０
年 

４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
人 

●
申
込
期
限
　
６
月
１４
日 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係 

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 
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●
市
政
の
窓
●
 

古
紙
・
古
着
は
貴
重
な 

資
源
で
す 

●
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
で
ご
み
減
量 

　
古
新
聞
・
古
雑
誌
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
始
め
、
紙

の
箱
や
包
装
紙
・
封
筒
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

「
雑
が
み
」
ま
で
紙
類
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
リ 

サ
イ
ク
ル
可
能
で
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に 

す
る
た
め
に
、
ま
た
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、 

古
紙
や
古
着
を
ご
み
に
し
な
い
で
資
源
と
し
て
分

け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る

と
、
市
は
収
集
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
牛
乳
パ
ッ
ク
は 

　
市
役
所
（
市
民
窓
口
課
）
・
公
民
館
・
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
・
岩
倉
団
地
自
治
会
事
務
所
・

清
掃
事
務
所
に
出
し
て
い
た
だ
く
と
所
定
の
枚
数

で
記
念
品
と
交
換
し
て
い
ま
す
。 

古
紙
と
古
着
の
日 

　
古
紙
類
・
古
着
類
は
、
子
ど
も
会
な
ど
地
区
ご

と
の
「
廃
品
回
収
」
へ
、
毎
月
の
「
分
別
収
集
」

に
、
ま
た
、
「
古
紙
と
古
着
の
日
」
に
資
源
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

「
古
紙
と
古
着
の
日
」
は
、
表
の
日
程
で
、
分
別

収
集
と
同
じ
場
所
で
行
い
ま
す
。 

★
当
日
の
午
前
８
時
３０
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
（
前
日
か
ら
は
出
せ
ま
せ
ん
）
。 

★
古
紙
類
と
古
着
（
布
）
類
の
み
を
受
け
付
け
ま

す
（
他
の
資
源
物
や
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん
）
。 

 

●
古
着
も
資
源
に 

　
ス
ー
ツ
類
か
ら
下
着
、
靴
下
、
和
服
な
ど
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
衣
類
が
資
源
に
な
り
ま
す
。 

●
み
ん
な
資
源
に
、
み
ん
な
で
リ
サ
イ
ク
ル 

　
夏
に
な
る
と
清
涼
飲
料
水
の
消
費
が
伸
び
る
な

ど
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
、
び
ん
類
の
排
出
が

増
え
ま
す
。
「
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
に

混
ぜ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
で
、
必
ず
分
け
て
分

別
収
集
に
出
し
て
資
源
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

古　着 洗濯し乾かした古着と、

シーツ・タオルなど古布

を出してください。 

雨合羽などビニール製のもの、

濡れているもの、スリッパや

帽子、中綿が入った布団や座

布団は出せません（資源にな

りません）。 

古　紙 古新聞（折り込みチラシ

の混入ＯＫ）、ダンボー

ル、古雑誌と雑がみに分

け、しばって出してくだ

さい。 

カーボン紙、写真、感熱紙、

粘着テープ類、コップ等ワッ

クス加工紙、金具、クリップ、

セロハンや布類などを混ぜな

いでください（紙の原料にな

りません）。 

地区名 

中本町・東町・中野町・鈴井町 

下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

八剱町・井上町・神野町・石仏町 

収集日 

第１火曜日 

第１金曜日 

第２火曜日 

第３火曜日 

第４火曜日 

６月の収集日 

１日（火） 

４日（金） 

８日（火） 

１５日（火） 

第３金曜日 １８日（金） 

２２日（火） 

曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 

大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・ 
野寄町 

※毎月の収集日は、広報いわくら３月１５日号と一緒にお配りした「平成１６年度ごみの 
正しい分別と出し方」、広報いわくら巻末のカレンダーでご確認いただけます。 

ごみと一緒に出すと、燃やされてしまうんだ 

うちに配達される新聞とチラシだけで 
１年間に１２０kgにもなるのね 

（ぼく） 

（おねえちゃん） 

ごみといっしょに出すと環境センターに 
運ばれ、焼却処分されます。古紙や古着 
はごみではありません。必ず廃品回収、 
分別収集、古紙と古着の日に資源物とし 
て出しましょう。 

一般的な新聞の朝・夕刊と折込チラシは 
１週間で３�近い量になります。１２０� 
の古紙は、太さ１４�高さ４�の木５本分 
のパルプ資源に相当します。 

平成16年6月1日 4



●
市
政
の
窓
●
 

「
親
子
ご
み
探
検
教
室
」 

に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

折
り
鶴
を
折
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

　
〜
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
〜 

地
震
防
災
講
習
会
を
開
催
 

し
ま
す
 

（木） 

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
平
和
事
業
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
市
役
所
と
公
民
館
に
「
平
和

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー 

に
は
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
折
り
紙
で「
鶴
」 

を
折
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
色
と
り
ど
り
の
折
り
紙

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
折
っ
て
い
た
だ 

い
た
鶴
は
８
月
９
日
　
に
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
る

「
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」
へ
、

中
学
生
平
和
祈
念
派
遣
団
を
通
じ
て
捧
げ
ま
す
。 

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
開
設
期
間
　
６
月
１
日
　
〜
７
月
１５
日
　 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、
公
民
館 

※
市
役
所
閉
庁
日
・
公
民
館
閉
館
日
は
除
く
。 

●
問
合
先
　
秘
書
課
秘
書
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

１
） 

ま
で
。 

（金） 

ご
み
と
資
源
の
ゆ
く
え
を
探
検
！ 

　
岩
倉
市
で
私
た
ち
が
出
し
た
ご
み
は
ど
こ
へ
ゆ

く
の
？
　
ど
う
な
る
の
？
　
分
別
収
集
の
と
き
、

私
た
ち
が
色
別
に
分
け
た
び
ん
は
ど
こ
に
運
ば
れ

ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
る
の
？
　 

　
ご
み
と
資
源
の
ゆ
く
え
を
親
子
で
探
り
、
ご
み

処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程
を
目
で
見
て
学
べ
る

楽
し
い
一
日
、
「
親
子
ご
み
探
検
教
室
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。 

夏
休
み
の
自
由
研
究
に 

　
当
日
は
、
バ
ス
の
中
で
岩
倉
市
の
ご
み
や
資
源

物
の
現
状
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
学
ん
だ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
や
ご
み
処
理

施
設
を
見
学
し
た
り
し
ま
す
（
写
真
撮
影
可
）
。

自
分
で
調
べ
た
こ
と
、
気
が
付
い
た
こ
と
と
、
配

布
資
料
を
ま
と
め
れ
ば
、
今
年
の
夏
休
み
の
自
由

研
究
に
ピ
ッ
タ
リ
で
は
？
　
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

●
と
き
　
７
月
２９
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４

時 ●
見
学
施
設
　
大
原
硝
子
店
（
北
島
町
）
、
石
塚

硝
子
株
式
会
社
（
川
井
町
）
、
小
牧
岩
倉
衛
生
組

合
環
境
セ
ン
タ
ー
と
同
処
分
場
（
小
牧
市
） 

●
対
象
者
　
市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
と
そ
の

親
、
親
子
２
人
１
組
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
定
員
　
１５
組
（
計
３０
人
） 

　
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。 

●
そ
の
他
　
市
の
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
ま
た
、

昼
食
は
軽
食
を
用
意
し
ま
す
。
集
合
場
所
や
行
程

等
詳
細
は
参
加
者
決
定
後
に
連
絡
し
ま
す
。 

●
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
住
所
・
親
子
の
名 

前
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。 

●
申
込
締
切
日
　
６
月
１８
日
　（
当
日
消
印
有
効
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
清
掃
事
務
所
（
〒
４
８
２
―

０
０
３
４
石
仏
町
稲
葉
１
☎
６
６
―
５
９
１
２
）

ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１５
年
１２
月
１７
日
に
東
南
海
・

南
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
地
震
災
害
に
対
す
る
危
機
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。 

　
講
演
・
演
習
は
、
愛
知
県
防
災
カ
レ
ッ
ジ
を
修

了
さ
れ
た
市
民
の
人
が
実
施
し
ま
す
。 

　
な
お
、
講
習
を
受
講
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。 

●
内
容
　
①
講
義
…
防
災
体
制
「
地
震
に
備
え 

て
」
②
講
演
…
危
機
意
識
の
高
揚
③
実
技
…
災
害

時
に
お
け
る
応
急
手
当
て
④
演
習
…
図
上
訓
練
⑤

実
技
…
救
助
器
具
の
取
り
扱
い 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り
（
講
習
は
２
日

間
、
計
４
時
間
行
い
ま
す
） 

●
申
込
方
法
　
消
防
署
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）
。 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係
（
☎

３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。 

（月） 

（火） 

（木） 

開　催　日　程 
ところ と　　き 

五条川小学校体育館 ６月２０日（日）、７月４日（日） 

岩倉東小学校体育館 ７月１１日（日）・１８日（日） 

曽野小学校体育館   ７月２５日（日）、８月１日（日） 

岩倉南小学校体育館 ８月  ８日（日）・２２日（日） 

岩倉北小学校体育館 ９月１２日（日）・１９日（日） 

 

午後１時３０分～ 
３時３０分 
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人
権
擁
護
委
員
制
度
を 

ご
存
知
で
す
か 

花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す 

 

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
で
す
。 

　
日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
き
、

何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
が
強
く
求
め
ら
れ
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲
法
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭
和
２３
年
に
政
令

に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、

翌
２４
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
中
に
あ

っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ

る
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
近
年
の
人
権
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
同
和
問

題
を
始
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
人
な
ど
の
問
題
、
さ
ら
に
は
、
高
度
情
報
化

社
会
を
反
映
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
差
別
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
の
問
題
な
ど
が
発
生
し
、
人
権
問
題
は
多

様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
と
し
て
は
、
人
権
の

世
紀
と
い
わ
れ
る
２１
世
紀
を
迎
え
、
こ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
国

民
一
人
一
人
が
人
権
の
意
識
や
重
要
性
に
関
す
る

知
識
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
人
権
問

題
を
直
感
的
に
と
ら
え
る
感
性
や
日
常
生
活
に
お

い
て
人
権
へ
の
配
慮
が
そ
の
態
度
や
行
動
に
現
れ

る
よ
う
な
人
権
意
識
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
一
層
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

視
点
か
ら
、
平
成
１６
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標
を

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
―
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
―
」
と

定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
う
え
で
、

最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
す

べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

●
人
権
擁
護
委
員 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て
理
解

の
あ
る
人
を
、
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
市
長
が
推

せ
ん
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。 

　
人
権
問
題
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
次
に
紹
介
す

る
人
権
擁
護
委
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
毎
月
第
２
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
市
役
所
１
階
の
市
民
相
談
室
で
人
権
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

岩
倉
市
の
人
権
擁
護
委
員 

★
柴
田
巖
（
大
地
新
町
３
―
１
０
２
☎
３
７
―
５

４
８
３
）  

★
福
冨
富
貴
子
（
下
本
町
天
神
塚
５５
―
３
☎
３
７

―
２
５
３
２
）  

★
井
上
裕
介
（
八
剱
町
池
田
３０
―
２
☎
３
８
―
２

８
９
２
）  

★
鵜
飼
洋
子
（
下
本
町
丸
之
内
１
３
４
☎
３
７
―

１
６
６
４
）  

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
７
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
花
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら

し
い
作
品
３６
点
が
応
募
さ
れ
、
写
真
に
よ
る
第
１

次
選
考
と
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
入
選
１９
点
（
う

ち
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
）
、
佳
作
１０
点

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

受
賞
者
（
敬
称
略
） 

★
最
優
秀
賞
…
根
本
常
子
（
宮
前
町
） 

★
優
秀
賞
…
石
黒
眞
理
子
（
東
町
）
、
長
谷
川
光

久
（
泉
町
） 

★
入
選
…
服
部
好
永（
石
仏
町
）
、
丹
羽
淳
子（
神

野
町
）
、
丹
羽
昭
一
（
神
野
町
）
、
村
上
昭
子 

（
泉
町
）
、
高
橋
武
宏
（
泉
町
）
、
桑
原
サ
チ
子

（
宮
前
町
）
、
槌
谷
波
津
代
（
西
市
町
）
、
高
橋

和
美
（
本
町
）
、
東
海
徳
子
（
本
町
）
、
中
村
悦

子
（
中
央
町
）
、
滝
川
玲
子
（
大
地
町
）
、
木
村

ゆ
り
子
（
大
地
町
）
、
加
藤
ふ
み
子
（
下
本
町
）
、

村
瀬
智
子
（
大
市
場
町
）
、
伊
藤
喜
代
子
（
稲
荷

町
）
、
小
川
美
枝
子
（
大
山
寺
町
） 

　
ま
た
、
入
選
作
品
の
写
真
展
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

入
選
写
真
展 

●
と
き
　
７
月
１２
日
　
〜
１８
日
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
９
時
（
１２
日
は
午
前
１０
時
か
ら
、
１８
日
は

午
後
５
時
ま
で
） 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
４
）
ま
で
。 

（月） 

（日） 

し
ば  

た 

い
わ
お 

ね   

も
と 

つ
ね  

こ 

い
し
ぐ
ろ  

ま
　
り
　
こ 

は
っ
と
り
よ
し

え 

む
ら  

せ
　
と
も  

こ 

う
か
い 

よ
う
こ 

い   

と
う   

き    

よ    

こ 

お   

が
わ   

み   

え   

こ 

に
　
わ
　
じ
ゅ
ん
こ 

に
　
わ
　し
ょ
う
い
ち 

む
ら
か
み
あ
き

こ 

た
か
は
し
た
け
ひ
ろ 

く
わ
ば
ら
　
　
　
　
　
こ 

つ
ち
や 

は 

つ 

よ 

か
ず
み 

こ 

こ 

た
か
は
し 

な
か
む
ら
え
つ 

と
う
か
い
の
り
こ 

き 

む
ら 

た
き
が
わ
れ
い  

こ 

か
　と
う
　
　
　
　
　
こ 

は
せ
が
わ

み
つ 

ひ
さ 

ふ
く 

と
み  

ふ
　
き
　
こ 

い
の
う
え 

ゆ
う 

す
け 

消火器の訪問点検にご注意ください!  
　最近、事業所などを訪問して消火器の点検を行い、高額な請求をさ
れる被害が多発しています。 
　不適正な業者は、訪問前に電話をかけて信用させるなどして巧妙に
点検業者を装います。点検の承諾をあいまいにすると、素早く消火器
を集めだし、内容を説明せず一見合法的な書面に署名、押印を求めて
きます。点検を承諾する前にどのような業者であるかをしっかり確認
しましょう。 
●消火器の設置を義務づけられている防火対象物 
★スーパー・百貨店など★学校・幼稚園など★工場・倉庫・事務所など 
●トラブル防止のポイント…①身分証明書等の提示を求める②はっき
りと点検を拒否する③契約書に署名・押印をしない 
　万一、トラブルに巻き込まれた場合は、中部経済産業局中小企業課
（☎０５２―９５１―２７４８）または、愛知県尾張県民生活プラザ
（☎０５８６―７１―５９００）まで、ご相談ください。 
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民
一
人
一
人
が
人
権
の
意
識
や
重
要
性

関
す

★
井
上
裕
介
（
八
剱
町
池
田
３

☎

和
美
（
本
町
）

東
海
徳
子
（
本
町
）

中
村
悦

愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

「灘久美子さん」のキューバコラム（第５回） 

 

なだ　く　　み　   こ 

　今回は１９５９年の革命以降、４５年間のキューバの動き
について簡単にご紹介したいと思います。 
　革命後カストロ政権が樹立したキューバは、当初米国との
関係正常化を目指しましたが、敵視されたため、世界的な冷
戦構造の中で、しだいに旧ソビエト連邦、東欧諸国との関係
を深めていき、１９６１年には公式にキューバの社会主義化
を発表しました。 
　当初の社会主義政策は穏やかで、旧ソ連などに比べると、
出版、報道、小売業などの活動にある程度の自由が認められ
ていたと言われていますが、旧ソ連の影響が深まるにつれ、
経済活動、芸術活動などの全てが国家の管理下に置かれるよ
うになりました。一方では、旧ソ連の多大な支援のおかげで、
社会主義的な国家福祉システムを築きあげることができるよ
うになりました。国民の生活は質素ではあったものの、最低
限の食糧配給や医療、教育が全国民に行き渡る社会になりま
した。 
　この状態が１９８０年代後半まで続きましたが、１９９１
年に旧ソ連が崩壊すると、キューバは経済的窮地に立たされ
ることになります。１９９２年には、国民の困窮生活はエス
カレートし、１９９３年には、経済成長率は革命後最悪の数
字を記録し、９０年から９３年の３年間で、成長率はマイナ
ス３５％にもなりました。この時期のキューバは、「平時の
緊急事態」と呼ばれていますが、石油不足から停電が日常化
し、公共交通機関はまひし、農業生産にも大きな影響が出て
国民の消費カロリー量も著しく下がっていました。 

　この深刻な経済危機に対応するため、キューバ政府は都市 
の全ての空地を利用した有機農業や経済の一部自由化を始め
ます。１９９３年以降、国内での外貨所持の自由化、個人営
業の認可の拡大、農畜産物自由市場の承認など、経済を活性
化させるためのさまざまな措置を実施してきました。同時に、
国営企業の合理化など財政立て直しのための措置も行い、経
済成長の低下に歯止めをかけました。近年は貿易の多角化に
より、ヨーロッパ諸国、カナダおよび南米諸国などとの関係
強化に力を入れるとともに、外貨獲得の手段として、観光業
の振興に力を入れています。近年の観光業の成長率は著しく、
観光客数はこの１０年間で約１０倍にもなり、２００３年に
は１９０万人がキューバを訪れました。 
　国民の困窮生活は今もなお続いていて、配給される食糧の
量は国民の空腹を十分には満たしていません。また、公共交
通手段も不十分なままではありますが、旧ソ連崩壊時には誰
もが崩壊すると思ってい
た小さな社会主義国のキ
ューバは、持ち前の明る
さと粘り強さで国民が力
を合わせて創意工夫しな
がら緊急事態を乗り越え
ました。 
　現在は少しずつではあ
りますが経済状態も回復
を始めています。 

図
書
館
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
 

い
わ
く
ら
塾
の
「
子
ど
も
囲
 

碁
体
験
教
室
」
で
囲
碁
を
学
 

び
ま
せ
ん
か
 

　
図
書
館
で
は
、
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。 

　
今
年
は
９
月
１１
日
　
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
企
画
・
運
営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
た
ず
さ
わ

っ
て
い
た
だ
く
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

　
主
な
活
動
内
容
は
、
人
形
劇
団
の
選
定
、
人
形

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
Ｐ
Ｒ
、
子
ど
も
手
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
の
企
画
、
当
日
の
会
場
運
営
な
ど
で
す
。 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
ま
で
、
月
に
１
・
２
回

程
度
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

●
応
募
期
間
　
６
月
８
日
　
〜
１３
日  

●
申
込
・
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７
―
６
８
０

４
）
ま
で
。 

       

　
い
わ
く
ら
塾
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
子
ど
も
囲

碁
体
験
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
囲
碁
に
興

味
の
あ
る
小
・
中
学
生
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
学
校
週
５
日
制
の
土
曜
日
を
利
用
し
て
、
地
域

の
大
人
と
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
囲
碁
の
ル
ー
ル
を

学
び
ま
せ
ん
か
！
　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
公
民
館
２
階
和
室 

●
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
・
中
学
生 

●
参
加
費
　
無
料 

●
募
集
人
数
　
１０
人 

●
講
師
　
い
わ
く
ら
塾
の
会
員 

●
主
催
　
い
わ
く
ら
塾 

●
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
申
込
・
問
合
先
　
福
冨（
☎
３
７
―
２
５
３
２
）

ま
で
。 

（火） 

（日） 

（土） 

さわやかサマースタイルキャンペーン 
環境にやさしく　～庁舎内の冷房は２８℃　軽装で勤務～ 

　岩倉市では、長期的な視野に立って環境保全施策を総合的に進
めるための岩倉市環境保全率先計画「エコオフィスプランいわく
ら」に基づき、省エネルギーなどの環境への配慮として、庁舎な
どにおける電気使用量を削減するため、冷房を２８℃程度に設定
しています。 
　この取り組みを徹底するため、９月３０日（木）までのキャン
ペーン期間中、職員は、暑さをしのぎやすい軽装（上着を着用せ
ずノーネクタイ）で勤務することを心がけますので、市民の皆様
のご理解とご協力をお願いします。 
●問合先　秘書課人事係（☎３８―５８０１）まで。 
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番号 

ます 
１日現在  

市 税 条 例 が 改 正 さ れ ま し た  
 

　地方税法が改正されたことなどにより平成１６年４月１日から市税条例が改正されました。 

　その改正点をお知らせします。 

●市民税均等割の改正 

　平成１６年度から、市民税の均等割額は２,０００円から３,０００円に変わります。なお、県民税の均等割１,０００円

は変更ありませんので、均等割額は市・県民税で合計４,０００円となります。 

　また、平成１７年度から、夫と生計が同一で

所得が一定金額を超える妻に対しても均等割が

課税されます。ただし、平成１７年度は均等割

額が２分の１（市民税１,５００円）です。平成

１８年度からは３,０００円となります。 

　均等割に係る市民税と県民税の改正は表のと

おりとなります。 

 

●非課税限度額の改正 

　平成１６年度から、控除対象配偶者または、扶養親族を有する場合にのみ加算される加算額が下がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●老年者控除の廃止 

　６５歳以上で所得金額が１,０００万円以下であれば、老年者控除として４８万円の所得控除が受けられましたが、平

成１８年度から廃止になります。 

●土地譲渡益課税、株式譲渡益課税の改正 

　平成１６年１月１日以後の譲渡益に対する税率等が改正されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成１７年度から、長期譲渡所得の１００万円特別控除が廃止になります。 

※長期譲渡所得とは、取得の日から所有期間が５年を超えてから、土地・建物を譲渡したことによる所得です。短期譲

渡所得とは、長期譲渡所得以外の土地・建物等の譲渡による所得をいいます。 

※優良住宅地等のための譲渡とは、都市計画法の開発許可などによる一団の宅地造成のための譲渡など租税特別措置法

に定める範囲に該当する譲渡をいいます。 

●特定の居住用財産の譲渡損失繰越控除制度の創設 

　居住用に使用している家屋または土地等を、平成１６年１月１日以後に譲渡した場合で譲渡損失があるときは、一定

の要件を満たすものに限り３年間の繰越控除が可能です。 

　特定の居住用財産とは、その年の１月１日で所有期間が５年間を超える自己の居住に使用する財産をいいます。 

●問合先　税務課課税第１係（☎３８―５８０６）まで。 

※扶養人数とは、税制上の控除対象配偶者と扶養親族を加えた人数です。 

市民税 

県民税 

均等割 

土地、建物の譲渡所得の税率 

優良住宅造成のための譲渡 

土地、建物の譲渡所得の税率 

国に対する譲渡所得の税率 

上場株式以外の譲渡所得の税率 

長期譲渡所得 

短期譲渡所得 

株式等の譲渡所得 ４.０％ 

改正前 改正後 備　考 

改正前 

４.０％ 

３.４％ 

４.０％ 

４,０００万円以下 

４,０００万円超 

２,０００万円以下 

２,０００万円超 

９.０％ 

４.０％ 

３.４％ 

３.４％ 

２.７％ 

３.４％ 

６.０％ 

３.４％ 

改正後 

所得割 

合　計 

1,500円 

500円 

2,000円 

3,000円 

1,000円 

4,000円 

夫と生計が同一で、 
所得が一定額を超え 
る妻の均等割額 

平成１７年度 平成１８年度から 

※ 所得金額が一定金額（例　パート収入１００万円）を超えるものには 
　 均等割が課税されます。 

３２万円×（扶養人数＋１） 
＋　２１６，０００円 

３２万円×（扶養人数＋１） 
＋　１９８，０００円 

年間所得が左記の額以下の人 
は均等割が課税されません 

年間所得が左記の額以下の人 
は所得割が課税されません 

３５万円×（扶養人数＋１） 
＋　３６０，０００円  

３５万円×（扶養人数＋１） 
＋　３５０，０００円  

５２４２ 

３６３９ 

６４１３ 

０２７１ 

０１１４ 

４７０６ 

３７２３ 

２７７５ 

３７３５ 

２８８７ 

２１１８ 

１０６４ 

０８２８ 

０３６９ 

５７７９ 

４６７６ 

１７５１ 

７８９５ 

４９０８ 

５３４７ 

０７２１ 

４９８７ 

５８７５ 

１５１１ 

３８９３ 

６８４４ 

４１９８ 

５９８１ 

６５９４ 

５６９１ 

３７６９ 

５７８４ 

５８３６ 

５７０９ 

２０９０ 

３８４６ 

２０７２ 

０８４５ 

０１１４ 

２５６０ 

１２０４ 

６６９３ 

４６４７ 

５２６９ 

８９１０ 

７１３０ 

８７２０ 
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　　区　名　　  氏　名　　　　　住　　　　　　所　　　　  電話番号　　氏　名　　　　　住　　　　　　所　　　　  電話番号 

 

 

●問合先　区長については、行政課行政係（☎３８－５８０４）、環境委員については、環境保全課環境啓発係（☎３８－５８０８）まで。  

平成１６年度の区長と環境委員の皆さんをお知らせします 
 平成１６年４月１日現在  

 区　　　　　長 環　境　委　員 
 

　

　

●

　

は

　

所

課

額

１

　

お

 

●

　

 

 

 

 

 

 

 

 

●

　

成

●

　

 

 

 

 

 

 

 

 

　

※

渡

※

に

●

　

の

　

●

大 市 場 町 

下　本　町 

中　本　町　 

東　　　町 

中　野　町 

本町（上市場） 

本町（北口） 

本町（門前） 

西　市　町 

新　柳　町 

新柳町1区 

鈴　井　町 

泉　　　町 

八　剱　町 

井　上　町 

神　野　町 

石　仏　町 

北　島　町 

野　寄　町 

大　地　町 

中　央　町 

川　井　町 

大 山 寺 町 

稲　荷　町 

曽　野　町 

五　条　町 

南　新　町 

東新町1区 

東新町2区 

東新町3区 

東新町4区 

東新町5区 

大島　正光 

福冨　幸衛 

村上　儀正 

石黒　幸康 

山田　　顯 

山川　武彦 

中村　伸定 

大野　武雄 

社本　勇三 

伊藤　文雄 

渡辺　光男 

加藤　　一 

小澤　宏造 

井上　多賀 

鈴木　　勝 

石原　幸年 

木村　　正 

野田　　宏 

櫻井　郁夫 

西村　　進 

櫻井　宣夫 

伊藤　　進 

　岡　　晃 

安倍　暁宣 

市原　治郎 

上山　　修 

森田　幸一 

村山　英一 

児玉　壽　 

西村　一男　 

余語奈保美 

大島　茂夫 

堀切　篤良 

樋口　昌男 

池田　相兄 

森　　富三 

猪子　三郎 

杉浦　洋子 

石黒　達也 

堀場　隆三 

竹内　祥浩 

中村　秀数 

大内田　傑 

久保田　勲 

小笠原兼雄 

鈴木　俊成 

野口　英徳 

増田　成司 

木野村　宏 

市川　秀子 

奥田　　肇 

小川　　勝 

三好　紀典 

上野　　隆 

宮田　道雄 

植手　昭光 

大山　軍三 

野田　直典 

加藤　高明 

下間　皓誠 

前田　慶子 

長戸　一郎 

伊藤　三郎 

櫻井　義行 

松尾　昭司 

森　　寿雄 

菅沼美千夫 

戸川　　昇 

道園　弘人 

平田　史郎 

藤木壽美子 

相原　陽子 

大市場町郷廻176－7

大市場町郷廻396

下本町真光寺123－3

下本町下市場20

下本町丸之内83－9

中本町南加路桶8－3

中本町中市場51－5

下本町真光寺227－1

東町東市場屋敷126

東町白山35－4

東町長山18－1

中本町中北裏18

本町東廻間7

本町上郷前28－4

西市町西市50－3

西市町竹之宮46－7

新柳町3－10

新柳町1－35－1　ﾋｭｰﾏﾝｱｲﾗﾝﾄﾞ岩倉B－712

鈴井町中新溝廻間7－7

泉町南新溝廻間13－7

八剱町樋口18－7

八剱町29

八剱町石橋4－1

神野町467－2

石仏町558

北島町1874－1

大地新町2－1－2

野寄町926

大地町郷前51－1

大地新町1－49

中央町3－30　メゾン桜10号 

川井町1323

大山寺本町16－6

大山寺本町10－5

稲荷町646－1

稲荷町52－8

曽野町下街道15

曽野町郷前462－1

五条町渡り所1520－1 曽野団地5－302

南新町五反田1009－68

東新町　岩倉団地52－404

東新町　岩倉団地60－302

３７－３３８５ 

３７－２５３２ 

３７－５５９６ 

６６－６５８９ 

３７－０２７０ 

３７－１６５８ 

６６－０３００ 

３７－１５１１ 

３７－３５６１ 

３７－３７５３ 

３７－９２２８ 

３７－２６４６ 

３７－４５０１ 

６６－２３０４ 

６６－３７２４ 

３７－５６８６ 

６６－１６９４ 

３７－０５７６ 

６６－１７８３ 

３７－２４９８ 

６６－２９５２ 

３７－５５５１ 

３７－１７１３ 

３７－４７５２ 

３７－１２７９ 

３７－７３６９ 

３７－６６９８ 

６６－５９５７ 

３７－６６３３ 

６６－７８２２ 

３７－８４４９ 

３７－５２４２ 

６６－３６３９ 

６６－６４１３ 

３７－０２７１ 

３７－０１１４ 

３７－４７０６ 

３７－３７２３ 

６５－２７７５ 

３７－３７３５ 

３７－２８８７ 

６６－２１１８ 

３７－１０６４ 

３７－０８２８ 

６６－０３６９ 

３７－５７７９ 

３７－４６７６ 

６６－１７５１ 

６６－７８９５ 

６６－４９０８ 

３７－５３４７ 

６６－０７２１ 

平子　俊昭 八剱町郷東2128－2 ６６－４９８７ 

６６－５８７５ 

６６－１５１１ 

３７－３８９３ 

３７－６８４４ 

杉本　長男 石仏町天王3－17 ６６－４１９８ 

３７－５９８１ 

３７－６５９４ 

３７－５６９１ 

３７－３７６９ 

６６－５７８４ 

３７－５８３６ 

３７－５７０９ 

６６－２０９０ 

６６－３８４６ 

６６－２０７２ 

大和　静子 稲荷町稲荷西212－15 ３７－０８４５ 

６６－０１１４ 

６６－２５６０ 

６６－１２０４ 

３７－６６９３ 

６６－４６４７ 

６６－５２６９ 

大野　典子　 

野村　信子 

工藤ヨシ江 

東新町　岩倉団地10－108

東新町　岩倉団地50－101

東新町　岩倉団地8－402

３７－８９１０ 

３７－７１３０ 

３７－８７２０ 

鈴木　　充 

大市場町郷前20

下本町天神塚55－3

中本町古市場37－1

東町長山68－1

東町馬出58－1

本町上郷裏16

本町上郷1－1

栄町1－35

西市町松下2－4

新柳町2－26－1

新柳町1－35－1　ﾋｭｰﾏﾝｱｲﾗﾝﾄﾞ岩倉A－907

鈴井町蔵前54－1

泉町板屋1－83

八剱町198

八剱町岩塚14－2

神野町199－2

石仏町141－1

河村　健治 ３７－３３５８ 曽野町74－3

北島町1962

野寄町925

大地町半田24

中央町3－52－2

川井町1274

大山寺町762

稲荷町高畑15

五条町大下1560－1　曽野団地1－203

東新町　岩倉団地54－103

南新町三反田984－62

東新町　岩倉団地48－107

東新町　岩倉団地62－304

東新町　岩倉団地38－303

東新町　岩倉団地25－204
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水
道
料
金
の
期
限
内
納
付 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

水
道
週
間 

安
心
の
　
笑
顔
ひ
ろ
が
る
　
水
道
水 

　
　
　
　
　 

６
月
１
日
　
〜
７
日 

　
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
収
め
て
い
た
だ
く

水
道
料
金
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
使
用
水
量
に

応
じ
て
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
未

納
さ
れ
る
と
、
事
業
の
運
営
に
支
障
を
き
た
す
と

と
も
に
、
公
平
な
負
担
か
ら
も
問
題
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
長
期
の
未
納
者
に
対
し
て
は
、
や
む
な

く
給
水
停
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
い
。 

水
道
料
金
の
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い 

　
水
道
料
金
お
よ
び
、
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い

に
つ
い
て
は
、
お
申
し
込
み
に
な
っ
た
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
、
便
利

な
口
座
振
替
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
７
月
か
ら
水
道
料
金
の

お
支
払
い
が
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

家
庭
で
の
漏
水
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　
敷
地
内
の
地
下
や
床
下
で
の
水
漏
れ
は
目
に
見

え
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉

め
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

（
銀
色
の
５
㍉
程
度
の
も
の
）
を
見
て
く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
回
っ
て
い
た
ら
ど
こ
か
で
水
漏
れ
を
し

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
隔
月
の
検
針
時
に
漏
水
の
疑
い
が
あ
る

場
合
、
お
知
ら
せ
で
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。 

       
　
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
水
。
　

　
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
豊
富
に
使
え
る
水
。 

　
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
水
」
だ
け
に

そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
「
水
道
」
は
私
た
ち
の
健
康
を
守
り
、
生
活
を

豊
か
に
は
ぐ
く
む
た
め
１
日
も
休
む
こ
と
な
く
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
「
水
道
週
間
」
は
、
こ
の
衛
生
的
に
安
全
な
水

を
送
り
出
す
「
水
道
」
を
考
え
、
関
心
と
理
解
を

高
め
、
水
道
の
健
全
な
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。 

●
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
す
る
た
め
に 

　
岩
倉
市
で
は
、
法
で
定
め
る
厳
し
い
水
質
基
準

で
管
理
さ
れ
た
安
全
で
お
い
し
い
水
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。 

●
貯
水
槽
の
管
理
を
お
忘
れ
な
く 

　
ビ
ル
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
貯
水
槽
、
高
置

水
槽
は
、
施
設
の
設
置
者
で
責
任
を
も
っ
て
管
理

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ビ
ル
な
ど
の
飲
み
水

を
安
全
で
衛
生
的
に
飲
む
た
め
に
は
、
１
年
に
１

回
以
上
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

●
上
水
道
工
事
の
申
し
込
み
は
、
岩
倉
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ 

　
建
物
を
新
築
し
給
水
が
必
要
な
場
合
や
、
増
改

築
な
ど
で
水
道
管
の
太
さ
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る 

場
合
に
は
、
岩
倉
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
通
じ
て
水
道
課
に
上
水
道
工
事
の
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
施
設
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。 

(火)

(月)

岩倉市指定給水装置工事事業者一覧表 

伊藤水道工業㈱岩倉支店 中本町古市場53－3 
３７－１３４５ 
中本町西出口1 
６６－５１０８ 
八剱町1721－1 
６６－３３３３ 
曽野町中街道613 
３７－０４７８ 
神野町川添16－2 
３７－５８２３ 
西市町西野々20 
３７－２２０５ 
大地新町1－84 
３７－６６２５ 
西市町桝東10－2 
６６－６３３６ 
新柳町1－27 
６６－０７９２ 
中本町南白山1－15 
６６－３３２１ 
本町宮東28－2 
３７－２７３４ 
八剱町66－1 
６６－７７５８ 
稲荷町羽根12－6 
６６－５２２９ 
八剱町樋口17－1 
３７－３９６２ 
旭町2－39－2 
３７－５７６７ 
大市場町順喜27－1 
６６－１１６８ 
本町上郷前19－3 
６６－７０１３ 
下本町西沼70－2 
６６－１８６０ 
江南市高屋町大門99－2 
５５－９０４１ 
一宮市緑3－6－1 
０５８６－２４－２４５１ 
一宮市緑1－9－30 
０５８６－２４－３８０１ 
名古屋市西区五才美町195－2 
０５２－５０４－６１８０ 

㈱江口組 

栗本土木㈱

桑原鉄工所 

㈲小森管工 

桜井工業㈱

昭和土建㈱岩倉支店 

関戸工業㈱

大興建設㈱岩倉支店 

㈱大栄企業 

㈱タテビシ 

中日土木㈱岩倉支店 

㈱長谷川組 

㈲八信建設 

㈱間瀬設備工業 

㈱松本工務店 

御幸建設㈱岩倉支店 

㈲ユタカ設備 

㈱小川工業 

㈲日野設備 

㈱吉村商会 

㈲ダイワ設備 

小牧市大字久保一色3037 
０５６８－４１－３４３４ 
八剱町寺山4 
３８－６５０２ 

一宮市桜2－2－10 
０５８６－７１－４４７５ 

小島設備 

水道センター㈱岩倉支店 

半田市岩滑中町4－125－4 
０５６９－２２－３２８２ ㈱富士総合設備事務所 

新柳町2－56 
３７－０３５３ 
大府市共西町7－360 
０５６２－４８－３３４４ 

㈲新井工業 

㈱光栄設備 

ハヤカワ工業㈱

㈱吉田冷暖房工業所 

業者名 所在地・電話番号 業者名 所在地・電話番号 

北島町九反畑47－1 
６６－７７１１ 
一宮市下沼町2－21－3 
０５８６－７１－３００２ 
一宮市萩原町西御堂806－1 
０５８６－７１－２１５１ 
西春日井郡師勝町大字六ッ師字松葉115 
０５６８－２２－５７２６ 
名古屋市北区六が池町566 
０５２－９０１－４４７６ 
江南市東野町郷前西11 
５６－２４７２ 
名古屋市名東区名東本通4－39 
０５２－７０４－２５８８ 
一宮市丹陽町九日市場字中田161 
０５８６－８１－５６５０ 
江南市古知野町熱田20 
５４－０５００ 
西春日井郡西春町大字西之保字青野24 
０５６８－２２－８２１９ 
一宮市桜1－17－10 
０５８６－７２－７７１２ 
犬山市字巾廻り30－2 
０５６８－６７－２５３４ 
小牧市大字三ツ渕916 
０５６８－７７－８０３９ 
小牧市若草町10 
０５６８－７５－０８４８ 
一宮市昭和1－14－1 
０５８６－４４－７０４１ 
名古屋市名東区一社3－97－1 
０５２－７８２－２２６０ 
一宮市泉1－2－7 
０５８６－７２－８５６１ 
一宮市大字春明字山前70－16 
０５８６－７６－２９３５ 
名古屋市守山区新守西2003 
０５２－７９１－４６７６ 

㈱岩倉工務店 

小牧市小木5－436 
０５６８－７３－４１９１ 

㈱佐藤水工社 

船橋設備㈱

旭建設㈱

㈲佐藤設備 

井戸惣工業㈱

中部オーケー商事㈱

サカイ技研㈱一宮工場 

㈱ジェーケー・サービス 

㈲大永設備 

㈲今井工業所 

㈱水野設備 

フルタハウジング㈱

㈲内田水道設備工事店 

㈲戸松設備工業 

㈱三学エンジニア 

後藤設備 

明生工業 

㈲富田設備 

で
す
。 

★
調
理
前
・
調
理
後
の
食
品
は
室
温
に
長
く
放
置 

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

さ
え
、
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ミニステージ 
【キッズ　ピアノコンサート（自主企画事業）】
●と　き　６月６日（日）午後２時～３時 
●出　演　市内の子どもたち 
●主な曲　アラベスク、楽しい朝、ぶんぶん
　　　　　ぶん　ほか 
●問合先　近藤（☎３８―４６４５）まで。 

【インド古典舞踊公演（自主企画事業）】 
●と　き　６月２０日（日）午後３時～４時 
●出　演　草深牧子、横田友紀恵 
●主な曲　プシュパンジャリ、ティラーナ　
　　　　　ほか 
●問合先　横田（☎３７―７４３６）まで。 

市民ギャラリー 
【山田幸哉の還暦写真展】　 
●と　き　６月５日（土）、６日（日） 
●問合先　山田（☎３７―７０６１）まで。 

【伊勢型紙作品展】 
●と　き　６月７日（月）～１９日（土） 
●問合先　近藤（☎３７―３７１６）まで。 

【岩倉絵画協会展】 
●と　き　６月２１日（月）～２７日（日） 
●問合先　桜井（☎３７―０７６２）まで。 

【エッグアート　ポゼションズ作品展】 
●と　き　６月２８日（月）～７月４日（日） 
●問合先　大野（☎３７―１５１１）まで。 

 

水

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　

設
置

貯
水
槽

高
置

水
槽
は
、
施
設
の
設
置
者
で
責
任
を
も
っ
て
管
理

家
庭
で
の
食
中
毒
対
策 

伊藤水

㈱江口

栗本土

桑原鉄

㈲小森

桜井工

昭和土

関戸工

大興建

㈱大栄

㈱タテ

中日土

㈱長谷

㈲八信

㈱間瀬

㈱松本

御幸建

㈲ユタ

㈱小川

㈲日野

㈱吉村

㈲ダイ

小島設

水道セ

　
今
年
も
食
中
毒
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
食
中
毒
の
原
因
に
は
病
原
性
大
腸
菌
、
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
予
防
の
原
則
は
食
中

毒
原
因
菌
を
「
付
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
残

さ
な
い
」
で
す
。 

　
で
は
具
体
的
に
も
う
少
し
細
か
く
ポ
イ
ン
ト
を

あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
1
…
食
品
の
購
入 

★
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を
食
べ
き
れ
る
量
だ

け
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
表
示
の
あ
る
も
の
は
消
費

期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

★
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど
の
温
度
管
理
の
必
要
な
食
品

の
購
入
は
買
い
物
の
最
後
に
し
、
寄
り
道
せ
ず
、

す
ぐ
に
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
　 

●
ポ
イ
ン
ト
2
…
家
庭
で
の
保
存 

★
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
持
ち
帰
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
　 

★
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
を
過
信
せ
ず
、
早
め
に
使
い

切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
3
…
下
準
備 

★
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
は
簡

単
で
効
果
的
食
中
毒
予
防
で
す
。
　
　 

★
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
ま
な
板
や
包
丁
は
、

洗
っ
て
か
ら
熱
湯
を
か
け
た
後
使
う
こ
と
が
大
切

で
す
。 

★
冷
凍
食
品
な
ど
凍
結
し
て
い
る
食
品
を
、
調
理

台
に
放
置
し
た
ま
ま
解
凍
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。 

★
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
解
凍
が
終
わ
っ

た
ら
す
ぐ
調
理
し
ま
し
ょ
う
。 

★
ま
な
板
・
包
丁
・
食
器
・
ふ
き
ん
・
た
わ
し
・

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、
使
用
後
す
ぐ
に
、
洗
剤
と
流

水
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま
な
板
・
包
丁
・
ふ

き
ん
は
さ
ら
に
熱
湯
を
か
け
て
消
毒
、
乾
燥
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
4
…
調
理 

★
台
所
を
清
潔
に
し
、
タ
オ
ル
や
ふ
き
ん
は
乾
い

て
清
潔
な
も
の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。 

★
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、
十
分
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。 

★
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
電
子
レ
ン
ジ
用
の

容
器
を
使
い
、
調
理
時
間
に
気
を
つ
け
、
熱
の
伝

わ
り
に
く
い
も
の
は
時
々
か
き
混
ぜ
る
こ
と
も
必

要
で
す
。 

●
ポ
イ
ン
ト
5
…
食
事 

★
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

★
清
潔
な
器
具
、

食
器
を
使
い
ま

し
ょ
う
。 

★
温
か
い
料
理

は
温
か
く
、
冷

や
し
て
食
べ
る

料
理
は
冷
た
く

し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。 

★
調
理
前
・
調
理
後
の
食
品
は
室
温
に
長
く
放
置 

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

●
ポ
イ
ン
ト
6
…
残
っ
た
食
品 

★
残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
器
具
・
食
器
を
使
い
、

早
く
冷
え
る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け
し
て
保

存
し
ま
し
ょ
う
。 

★
古
い
も
の
は
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
、
家

庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
お

腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち

が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、２階には市民
ギャラリーやレストランなど、市民の皆さんに利用していただけるスペースが
あります。皆さん、ぜひ、ご利用ください。  
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、年末および年始
は休みです）ただし、レストランの営業時間は、振替休日を除く月～土曜日の
午前９時～午後６時までです。 

やま だ  ゆき や 

くさぶかまき  こ よこ  た     ゆ    き     え 

平成16年6月1日 11



6月は環境月間です

　岩倉市では、五条川と五条川に流れ込む用水の水質調査を毎年
行っています。 
　五条川は、市民の皆さんに四季折々の顔を見せてくれます。五
条川は、皆さんにとって身近な存在であり、守っていかなければ
ならない大切な自然の一つです。 
　今一度、水の大切さ、自然のすばらしさについて考えてみては
いかがでしょうか。 
　平成１５年度の調査結果は、下表のとおりです。 

平成16年6月1日 12

河川等名 

五条川 

矢戸川 

新堀用水 

江川用水 

一之杁 
用水 

野寄川 

地点名 

井上橋 
 

豊国橋 
  

待合橋 
 

長野橋 
 

大市場橋 
 

大山寺 
住宅　 

川井町 
地内　 

石塚硝子 
南⑧ 

クリーン 
センター 
入口　 

時期 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

PH（水温） 

6.4（21℃） 

6.9（15℃） 

6.6（21℃） 

7.0（15℃） 

6.7（22℃） 

7.0（16℃） 

7.3（23℃） 

7.3（16℃） 

6.9（23℃） 

7.3（16℃） 

6.7（22℃） 

7.5（16℃） 

6.7（22℃） 

7.8（16℃） 

6.8（22℃） 

7.4（16℃） 

6.8（22℃） 

7.3（16℃） 

BOD 
（㎎/l） 

2.0

4.2

5.3

2.6

3.4

1.0

2.1

1.3

3.4

1.3

4.0

23.0

4.4

2.6

2.6

11.0

3.5

3.2

COD 
（㎎/l） 

3.8

5.9

5.7

4.8

5.8

5.3

4.5

3.3

5.2

4.4

7.0

20.0

7.0

5.9

5.0

10.0

6.8

6.0

DO 
（㎎/l） 

7.0

7.5

5.5

8.6

7.7

8.5

9.4

9.2

8.7

9.1

2.4

2.6

4.6

14.0

7.7

6.0

8.2

8.9

T-P 
（㎎/l） 

0.18

0.28

0.36

0.26

0.35

0.32

0.16

0.70

0.21

0.23

0.41

1.60

0.40

0.22

0.26

0.77

0.28

0.22

T-N 
（㎎/l） 

1.7

5.5

4.2

5.6

2.5

4.7

2.1

3.2

1.9

3.2

3.4

12.0

3.2

2.4

2.1

7.2

2.5

3.1

SS 
（㎎/l） 

1未満 

1未満 

4

2

13

2

5

1未満 

10

1未満 

5

6

6

1

33

1

19

8

Cd

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

透視度 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

18度 

24度 

平成１５年度　公共用水域水質調査結果 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

（注）・ＰＨは、5.8～8.6が適性数値。1（酸性）⇔７（中性）⇔１４（アルカリ性）  
 ・ＢＯＤは、水がどの程度汚れているかを示す基準。水中の有機物質等が微生物によって分解される際に消費される 
 　酸素の量を表したもの。  
 ・ＣＯＤは、水中の有機物質等を酸化剤で酸化し、このため消費された酸素の量を表したもの。 
 ・ＳＳは、水中に浮遊している不溶解性物質の量。 
 ・ＤＯは、水中に溶けている酸素の量。Ｔ－Ｐは全リン、Ｔ－Ｎは全窒素、Ｃｄはカドミウムを表しています。 
 ・透視度は、数値が高いほど水が澄んでいることを表します。 
 



6月5日は環境の日 

環境の日および環境月間
とは･･･ 
　６月５日は環境の日です。これは、１９７２年
６月５日からストックホルムで開催された「国連
人間環境会議」を記念して定められたものです。
国連では、日本の提案を受けて６月５日を「世界
環境デー」と定め、日本でもこの日を「環境基本
法」（平成５年）で「環境の日」と定めています。 
　また、日本では平成３年度から６月の１か月間
を「環境月間」としています。 

調 査 地 点 

N
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1

4

2

5

3

6

7

8

9



会 

 

 

兀
兀
の
団
旗
の
も
と
に 

      

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
倉
桜
武
館 

 

　
「
岩
倉
桜
武
館
」
は
平
成
８
年
に
誕
生
し

ま
し
た
。
昭
和
６３
年
に
「
五
条
川
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
」
と
し
て
吉
原
辰
美
先
生
が
活

動
を
始
め
ら
れ
、
愛
知
県
剣
道
道
場
連
盟
に

加
入
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
岩
倉
桜
武

館
」
と
名
を
改
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
小
学

生
を
中
心
に
社
会
人
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層

の
剣
道
大
好
き
会
員
４１
人
と
３
人
の
先
生
方

で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
の
１
番
北
に
あ
る
五
条
川
小
学
校

の
体
育
館
で
は
、
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
の

夜
、
元
気
な
掛
け
声
と
竹
刀
の
ぶ
つ
か
り
合

う
パ
シ
ッ
パ
シ
ッ
と
い
う
音
が
辺
り
に
響
き

渡
り
ま
す
。 

　
練
習
の
時
、
必
ず
正
面
に
か
け
る
団
旗
に

は
、
「
兀
兀
」
の
文
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

見
慣
れ
な
い
こ
の
漢
字
は
「
こ
つ
こ
つ
」
と

読
み
、
桜
武
館
の
基
本
方
針
―
た
だ
勝
つ
だ

け
の
剣
道
で
は
な
く
「
正
し
い
剣
道
」
を
す

る
。
「
基
本
」
を
大
切
に
す
る
。
そ
し
て
、

を

じ

を

う
―
こ
と

高
血
圧
！
　
こ
ん
な
事
に
気
を
つ
け
よ
う
！
 

岩
倉
市
医
師
会
　
寺
澤
　
正
恭  

健　康健　康 
講　座講　座 
健　康健　康 
講　座講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

 

　
高
血
圧
と
い
わ
れ
た
人
！
　
内
服
治
療
は

も
ち
ろ
ん
、
日
常
で
気
を
付
け
て
い
く
事
が

あ
り
ま
す
。 

標
準
体
重
に
近
づ
け
ま
し
ょ
う 

　
標
準
体
重
は
、
身
長（
㍍
）×
身
長（
㍍
）×

２２
で
す
。
こ
れ
よ
り
少
な
い
人
は
良
い
で
す

が
多
い
人
は
運
動
や
食
事
療
法
で
減
量
し
ま

し
ょ
う
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
言
う
値
が
あ
り
、 

【
体
重（
㌔
㌘
）】
÷
【
身
長（
㍍
）の
二
乗
】

で
求
め
ま
す
。
１８
・
５
か
ら
２５
未
満
が
普
通

で
２５
以
上
は
肥
満
。
２２
が
ベ
ス
ト
。 

運
動 

　
現
代
人
は
運
動
不
足
。
週
３
回
以
上
の
有

酸
素
運
動
が
効
果
的
。
脈
拍
数
を
毎
分
１
０

０
か
ら
１
２
０
回
に
保
ち
３０
分
以
上
続
け
る

運
動
で
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
軽
く
汗
ば 

む
く
ら
い
で
息
切
れ
が
し
な
い
程
度
の
早
歩

き
）
が
手
ご
ろ
で
し
ょ
う
。
足
腰
に
問
題
が

あ
る
人
、
体
重
が
多
す
ぎ
る
人
、
合
併
症
の

あ
る
人
は
主
治
医
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。 

食
事 

【
塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う
】 

　
減
塩
の
コ
ツ
は
、 

①
料
理
に
し
ょ
う
ゆ
、
塩
や
ソ
ー
ス
を
か
け

る
の
を
控
え
る 

②
そ
ば
、
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
の
汁
は
飲
ま

な
い 

③
イ
ン
ス
タ
ン
ト
や
、
ち
く
わ
、
は
ん
ぺ
ん

な
ど
の
加
工
食
品
は
控
え
る 

④
外
食
は
控
え
る 

⑤
出
来
合
い
の
惣
菜
は
少
な
め
に 

⑥
味
噌
汁
は
具
だ
く
さ
ん
に
し
て
汁
は
残
す

⑦
だ
し
や
ス
ー
プ
の
素
は
避
け
る
　 

⑧
香
辛
料
、
酢
や
薬
味
を
う
ま
く
使
う 

⑨
減
塩
し
ょ
う
ゆ
、
減
塩
み
そ
を
使
う 

な
ど
で
す
。 

【
適
切
な
カ
ロ
リ
ー
を
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
で

食
べ
よ
う
】 

　
太
っ
て
い
る
人
は
体
重
を
減
ら
す
だ
け
血

圧
が
下
が
り
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、

糖
質
、
炭
水
化
物
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
。
ご
飯

な
ど
主
食
は
シ
ッ
カ
リ
と
り
、
お
か
ず
は
少

な
め
、
腹
八
分
目
で
、
間
食
を
控
え
、
早
食 

い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
主
治
医

や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

【
ア
ル
コ
ー
ル
制
限
】 

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
飲
ん
だ
と
き
は
血
管
が

開
い
て
血
圧
が
下
が
り
ま
す
が
、
飲
酒
が
続

く
と
血
圧
は
上
が
り
ま
す
。
適
量
の
飲
酒
は
、

日
本
酒
一
合
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
一
杯
、
ビ
ー

ル
小
ビ
ン
一
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
水
割
り
一
杯

で
す
。 

煙
草
は
ぜ
ひ
止
め
ま
し
ょ
う 

　
喫
煙
は
、
心
臓
病
の
三
大
危
険
因
子
の
一

つ
。
喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
す
す
め
血
管
を
収

縮
さ
せ
ま
す
。 

　
禁
煙
す
る
と
ご
飯
が
お
い
し
く
な
り
ま
す

の
で
太
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

温
度
差
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
寒
さ
は
、
血
圧
を
上
げ
る
の
で
冬
の
ト
イ

レ
や
浴
室
は
要
注
意
。
寒
い
と
こ
ろ
へ
行
く

時
は
、
無
理
を
せ
ず
十
分
着
込
み
ま
し
ょ
う
。 

ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
規
則
正
し
い

生
活
を
し
ま
し
ょ
う 

　
気
分
転
換
を
う
ま
く
し
て
、
十
分
な
睡
眠

時
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。 

　
簡
単
に
言
え
ば
、
の
ん
び
り
と
、
文
明
の

利
器
に
頼
ら
ず
身
体
を
動
か
し
、
昔
な
が
ら

の
日
本
の
食
事
で
過
ご
そ
う
っ
て
事
。
そ
れ

が
出
来
れ
ば
苦
労
は
し
ま
せ
ん
よ
ね
。 

こ
つ
　
こ
つ 

よ
し
は
ら
た
つ 

み 
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岩倉市国際交流協会 

け
の
剣
道
で
は
な
く
「
正
し
い
剣
道
」
を
す

る
。
「
基
本
」
を
大
切
に
す
る
。
そ
し
て
、

剣
道
を
通
じ
て
「
強
い
心
」
を
養
う
―
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
練
習
の
積
み
重

ね
こ
そ

が
大
切

だ
よ
と

団
旗
は

教
え
て

く
れ
て

い
ま
す
。 

　
桜
武

館
の
自

慢
の
ひ

と
つ
は
、

多
く
の

中
高
生
、

大
学
生
、

社
会
人
の
先
輩
た
ち
が
忙
し
い
仕
事
や
部
活

動
の
中
、
道
場
の
練
習
に
参
加
し
、
指
導
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
素
晴
ら
し
い
先

生
や
先
輩
た
ち
の
熱
い
指
導
の
も
と
、
時
に

は
ほ
め
ら
れ
、
時
に
は
し
か
ら
れ
な
が
ら
必

ず
行
う
「
基
本
稽
古
」
、
激
し
く
つ
ら
い 

「
懸
か
り
稽
古
」
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
す
る
け

れ
ど
楽
し
み
な
「
試
合
稽
古
」
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
は
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
保
護
者
で

作
っ
て
い
る
育
成
会
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
、
カ
キ
氷
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
楽
し

い
行
事
を
企
画
し
て
桜
武
館
の
活
動
を
応
援

し
て
い
ま
す
。 

人
に
会
う
旅
パ
ー
ト 

ⅩⅡ
 

　
９２
年
か
ら
続
い
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ

ナ
ト
ゥ
ボ
訪
問
。
今
年
は
２
年
分
の
思
い
の

こ
も
っ
た
交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

　
中
学
生
た
ち
の
感
想
を
も
と
に
、
そ
の
一

端
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
空
港
に
つ
い
て
、
ト
イ
レ

に
行
き
ま
し
た
。
入
る
時
は
何
も
言
わ
れ
な

か
っ
た
け
ど
（
ト
イ
レ
の
前
に
警
察
の
人
が

立
っ
て
い
た
）
、
出
る
時
に
、
「
パ
ス
ポ
ー

ト
、
プ
リ
ー
ズ
」
と
か
言
わ
れ
た
の
で
見
せ

た
ら
、
「
Ｏ
Ｋ
」
と
言
わ
れ
て
道
路
を
渡
ら

さ
れ
て
、
何
か
？
？
？
な
英
語
で
聞
い
て
き

た
。
「
…Japanese

…
？
」
だ
け
聞
き
取
れ

た
の
で
、
「Y

es!!Japanese!!!

」
と
言
っ
た

ら
、
何
と
か
解
放
し
て
も
ら
え
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
知
香
） 

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
と
て
も
暑
く
て
こ
れ
が

３
月
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
マ
ニ
ラ
の
空

港
か
ら
車
で
移
動
し
て
い
る
時
、
看
板
の
字

が
読
め
な
く
て「
あ
〜
、
日
本
じ
ゃ
な
い
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
車
が
通
っ
て
い
る
道
路
で

も
普
通
に
人
が
歩
い
て
い
て
、
日
本
で
は
あ

り
得
な
い
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
村
麻
央
） 

　
ジ
プ
ニ
ー
に
乗
っ
て
い
る
時
、
小
学
生
低

学
年
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
水
や
果
物
を
窓
ご

し
に
売
り
に
来
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。「
こ

ん
な
こ
と
や
っ
て
い
て
車
に
ひ
か
れ
な
い
の

か
な
ぁ
？
」
と
か
思
い
な
が
ら
ジ
プ
ニ
ー
に

乗
っ
て
い
る
と
、
車
が
止
ま
る
た
び
に
そ
れ

く
ら
い
の
男
の
子
が
何
か
を
売
り
に
来
ま
し

た
。
こ
れ
が
最
初
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
美
浦
建
太
郎
） 

　
グ
タ
に
よ
う
や
く
着
い
た
こ
ろ
に
は
夜
に

な
っ
て
い
た
。
私
は
車
か
ら
出
て
、
一
番
最

初
に
感
動
し
た
の
が
そ
の
夜
の
真
っ
暗
さ
だ

っ
た
。
本
当
に
真
っ
暗
で
何
も
見
え
な
い
状

態
だ
っ
た
。
唯
一
光
っ
て
い
る
物
と
い
え
ば
、

何
個
も
、
何
個
も
空
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
星

だ
け
。
日
本
で
の
夜
は
い
つ
で
も
何
か
が
光

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
星
は
見
え
に
く

い
。
だ
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
夜
は
特
に
魅

力
的
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
（
村
瀬
里
紗
） 

　
ニ
ワ
ト
リ
の
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
い
う

鳴
き
声
で
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ダ
小
学
校

で
、
子
ど
も
た
ち
と
「
オ
チ
ョ
オ
チ
ョ
」
と

い
う
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
子
た
ち
は
、
と
て
も
腰
が
や
わ
ら
か
か
っ

た
。
ホ
ス
ト
の
人
に
「
今
、
オ
チ
ョ
オ
チ
ョ

が
人
気
な

の
か
？
」

と
聞
き
、

「
Ｃ
Ｄ
を

買
い
た
い

！
」
と
英

語
で
頼
む

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

と
て
も
う

れ
し
か
っ

た
で
す
。

車
で
１
、

２
時
間
も

か
か
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
初
め
て
自
分
の
お
金
（
ペ
ソ
）
で

買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
激
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
嵐
あ
ず
さ
） 

　
２
日
目
は
ナ
ブ
ク
ロ
ッ
ド
に
登
っ
て
ア
エ

タ
ス
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
僕
は
１
回
目

の
と
き
よ
り
す
っ
ご
く
早
く
着
い
た
な
と
思

い
ま
し
た
。
３
日
目
は
児
童
養
護
施
設
へ
行

き
、
ち
っ
ち
ゃ
い
子
に
折
り
紙
で
し
ゅ
り
け

ん
を
２
個
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
サ
ン
ラ
モ

ン
小
学
校
の
卒
業
式
に
出
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
櫻
井
和
也
） 

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
誰
が
ど
こ
の
家
に
勝
手

に
入
っ
て
も
何
も
言
わ
ず
、
ふ
つ
〜
に
「
お

は
よ
う
」
と
言
っ
て
何
事
も
な
く
終
わ
り
ま

す
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
け
れ

ど
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
何
の
問
題
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
人
を
信
じ
る
心
が
自
分
自

身
に
あ
り
、
ま
た
、
町
の
人
々
も
み
ん
な
の

こ
と
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
峯
村
明
果
） 

　
ホ
ス
ト
と
過
ご
す
最
終
日
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
へ
行
っ
た
。
す
ご
く
安
値
で
驚
い
た
。
だ

か
ら
、
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
買
い
込
ん
だ
け
ど
、

お
金
が
ま
だ
大
量
に
余
っ
た
。
す
ご
い
…
。

夜
、
サ
ン
ク
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ホ
ス
ト
た
ち

と
飲
み
食
い
し
な
が
ら
、
最
後
の
夜
を
楽
し

ん
だ
。
そ
の
後
、
家
で
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
踊
り

ま
く
っ
た
。
最
後
な
の
で
バ
カ
騒
ぎ
を
し
た
。

最
終
日
終
了
。
帰
国
す
る
日
、
朝
、
ち
ょ
っ

と
早
め
に
起
き
た
。
ど
ん
ど
ん
切
な
く
な
っ

て
、
胸
が
痛
く
な
っ
て
い
っ
た
。
苦
し
い
…
。

帰
り
た
く
な
い
…
。
　
　
　
（
住
田
栄
佑
） 
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き 

（金） 

（金） 

（土） 

（火） 

（火） （月） 

み
や 

た  

た
つ  

よ 

  

●
子
育
て
支
援
講
演
会 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

  

　
か
つ
て
は
、
子
育
て
と
教
育
は
家 

庭
の
問
題
で
し
た
。
現
代
に
お
い
て

は
、
少
子
・
都
市
・
核
家
族
化
に
よ

る
子
育
て
の
孤
立
化
が
、
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
毎
日
毎
日
続
く
育
児
、
日
中
、
子

ど
も
と
２
人
だ
け
の
生
活
の
中
で 

「
私
の
子
育
て
は
こ
れ
で
い
い
の
か

し
ら
」
「
乳
幼
児
期
に
、
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
っ
て
何
だ

ろ
う
」
な
ど
、
不
安
に
な
っ
た
り
、

思
い
悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
子
育
て
は
、
心
を
育
て
る
。
心
は

思
い
や
り
と
や
る
気
を
育
て
る
。
そ

ん
な
心
の
育
ち
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
１８
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
　 

▼
テ
ー
マ
　
¬
子
育
て
は
心
を
育
て

る
」
　 

▼
講
師
　
町
田
清
治
さ
ん
（
学
校
法 

人
岩
倉
学
園
理
事
長
・
岩
倉
幼
稚
園 

園
長
） 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
親
子
同
伴
可
。 

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
受
付
　
６
月
４
日
　
よ
り
受

け
付
け
ま
す
（
平
日
は
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
の
間
で
お
願
い
し
ま
す
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　

３
８
―
３
９
１
１
） 

  

●
精
神
保
健
福
祉
講
演
会 

  

　
精
神
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

の
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
学
び
、
私

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
　 

　
な
お
、
当
日
は
午
後
１
時
３０
分
か

ら
２
時
２０
分
ま
で
、
尾
北
地
域
精
神

障
害
者
家
族
会
（
し
ら
ゆ
り
会
）
の

総
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
テ
ー
マ
　
「
地
域
で
共
に
助
け
合

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
の
た
め
に
」 

▼
講
師
　
野
口
定
久
教
授
（
日
本
福

祉
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科

長
） 

▼
と
き
　
７
月
６
日
　
午
後
２
時
２０

分
〜
３
時
５０
分 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会
館
第

一
会
議
室 

▼
対
象
者
　
精
神
障
害
者
の
家
族
お

よ
び
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ

る
人 

▼
定
員
　
５０
人 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
６
月
７
日
　
か
ら
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地

域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
）

   

●
児
童
館
お
も
ち
ゃ
病
院 

  

　
ご
家
庭
に
、
故
障
し
た
ま
ま
使
わ

な
い
で
眠
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
お
も
ち
ゃ
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
「
お
も
ち

ゃ
病
院
」
に
入
院
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

　
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
）
の
協
力
で
、
開
か
れ
ま

す
。 

▼
申
込
方
法
　
各
児
童
館
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
日
曜
日
を
除

く
）
。 

▼
申
込
期
限
　
６
月
１５
日
　 

▼
費
用
　
原
則
と
し
て
無
料 

▼
そ
の
他
　
お
も
ち
ゃ
に
付
属
し
て

い
る
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
池
な
ど
は
必

ず
一
緒
に
預
け
て
く
だ
さ
い
。
修
理

内
容
に
よ
っ
て
は
、
実
費
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
直
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
診
療
日（
修
理
日
） 

　
お
預
か
り
し
た
お
も
ち
ゃ
を
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
直
し
ま
す
。
お
父

さ
ん
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
６
月
１９
日
　
午
後
１
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩
倉
団

地
内
）
　 

▼
問
合
先
　
最
寄
り
の
児
童
館
ま
た

は
、
第
一
児
童
館
（
☎
３
８
―
１
１

０
６) 

  

●
歌
謡
シ
ョ
ー 南

部
老
人
憩
の
家 

　 

 

　
カ
ナ
リ
ア
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌

謡
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
５
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
大

地
町
） 

▼
出
演
者
　
宮
田
辰
代
さ
ん
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
南
部
老
人
憩
の
家
（
☎

３
７
―
０
４
９
７
）  

  

  

　
ご
家
族
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

▼
持
ち
物
　
フ
キ
ン
・
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具 

  

催し  

（土） 

ま
ち 

だ  

せ
い
　
じ 

の  

ぐ
ち
さ
だ
ひ
さ 
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手続き 

（日） 

（日） 

（日） 

（日） 

▼
講
師
　
町
田
清
治
さ
ん
（
学
校
法 

祉
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科

内
容
に
よ
っ
て
は
、
実
費
を
い
た
だ

３
７
―
０
４
９
７
）  

  
●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
６
月
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
や
ク
ラ
シ

ッ
ク
曲
な
ど
の
ギ
タ
ー
演
奏
で
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
響
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
聴
け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
２７
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
岩
倉
ギ
タ
ー
友
の
会
　

▼
主
な
曲
　
「
グ
リ
ー
ン
・
ス
リ
ー

ブ
ス
」
「
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
」

ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
史
跡
公
園
月
釜 

  

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
気
軽
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
お
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
２０
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家

（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８
―
６
１
０

１
） 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
海
老

沢
社
中 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
―
５
８

１
９
）  

  

●
２
０
０
４
ハ
ー
ト
フ
ル

　
な
集
い
ｉ
ｎ
岩
倉 

  

　
私
た
ち
は
、
私
学
を
よ
く
す
る
愛

知
父
母
懇
談
会
岩
倉
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。 

　
毎
年
恒
例
の
「
ハ
ー
ト
フ
ル
な
集

い
ｉ
ｎ
岩
倉
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
年
は
、
教
育
講
演
、
プ
ロ
を
め

ざ
す
若
者
（
２
人
）
に
よ
る
歌
と
演

奏
、
高
校
生
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど

を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
家
族
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
を
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
１３
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
　
　
　
　
　 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
２
階
第
１
・
２

会
議
室 

▼
内
容
　
①
教
育
講
演
…
山
崎
幸
江

さ
ん
（
元
高
蔵
高
校
教
諭
）
②
歌
と

演
奏
③
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
（
同
朋
高
校

生
徒
）
④
「
教
育
の
現
場
か
ら
」
報

告 ▼
問
合
先
　
服
部
（
☎
６
６
―
６
１

４
３
）  

  

●
世
界
の
お
惣
菜
―
モ
ン
ゴ
ル
編
― 

岩
倉
市
国
際
交
流
協
会 

  

　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
食

を
と
お
し
た
交
流
会
「
世
界
の
お
惣

菜
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
回
は
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
留
学

生
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
（
男
性
）
と

ウ
ラ
ン
グ
ア
さ
ん
（
女
性
）
が
講
師

を
つ
と
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
２７
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室 

▼
献
立
　
①
Ｈ
ｕ
ｓ
ｈ
ｕ
ｕ
ｒ
（
ピ

ロ
シ
キ
の
よ
う
な
主
食
）
②
Ｔ
ｓ
ｕ

ｕ
ｖ
ａ
ｎ
（
夏
の
食
べ
物
）
③
Ｂ
ａ

ｙ
ａ
ｒ
ｉ
ｉ
ｎ
（
モ
ン
ゴ
ル
風
サ
ラ

ダ
） 

▼
定
員
　
２５
人 

▼
持
ち
物
　
フ
キ
ン
・
エ
プ
ロ
ン
・

筆
記
用
具 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
会

員
…
４
０
０
円
、
非
会
員
…
９
０
０

円
（
小
学
４
年
生
以
下
は
４
０
０ 

円
） 

▼
申
込
期
限
　
６
月
２０
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国
際
交

流
協
会
中
山
（
☎
　
６
６
―
８
５
７

３
）
ま
た
は
、
光
本
（
☎
３
７
―
８

６
７
３
）  

  

●
俳
句
俳
画
作
品
展 

  

　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
次
の
と

お
り
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
初
夏
の
風
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
５
日
　
〜
２０
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
５
時 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル ▼
問
合
先
　
宮
田
（
☎
３
７
―
６
８

４
４
）  

         

●
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を 

  

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
郵
送
で
お
送
り
す
る
今
年
度

の
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月
３０

日
　
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
引
き
続

き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
た
め
に
、
受
給
者
の
所
得
や
児
童

の
監
護
・
養
育
の
状
況
を
お
知
ら
せ

い
た
だ
く
大
切
な
届
け
で
す
。
必
ず

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
届
け
が
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
以

降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の 

★
児
童
手
当
現
況
届 

★
印
鑑 

★
厚
生
年
金
加
入
の
人
は
保
険
証
の

写
し 

★
平
成
１６
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
人
は
、
平
成
１６
年
１

月
１
日
現
在
住
所
地
の
税
務
課
等
で

発
行
さ
れ
た
平
成
１６
年
度
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）  

（水） 

（土） 

（日） 

や
ま
ざ
き
ゆ
き  

え 

（日） 
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●
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
き

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

▼
と
き
　
６
月
２７
日
　
午
前
９
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ

（
一
宮
市
） 

▼
試
合
方
法
　
個
人
戦
（
順
位
は
２

ゲ
ー
ム
の
合
計
点
で
決
定
） 

　
女
性
、
６０
歳
以
上
の
人
、
小
学
生
、

中
学
生
に
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
前
回
ま
で

の
大
会
で
入
賞
（
優
勝
〜
６
位
）
さ

れ
た
人
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
去
３
年
の

優
勝
者
に

は
、
１
ゲ

ー
ム
に
つ

き
２０
点
の

マ
イ
ナ
ス

ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ

が
あ
り
ま

す
。 

▼
参
加
費
　
１
千
円 

▼
表
彰
　
入
賞
、
と
び
賞
、
各
部
門

賞
、
参
加
賞 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤

め
の
人
お
よ
び
、
在
学
の
小
学
３
年

生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
） 

▼
定
員
　
１
５
０
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）  

  
●
固
定
資
産
鑑
定
評
価
員 

  

　
平
成
１８
年
度
固
定
資
産
（
土
地
）

の
評
価
替
え
に
活
用
す
る
標
準
宅
地

の
鑑
定
評
価
を
行
う
固
定
資
産
鑑
定

評
価
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
主
な
業
務
　
指
定
さ
れ
た
宅
地（
岩

倉
市
な
ど
１４
市
町
で
構
成
す
る
尾
張

北
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
標
準
宅
地
）の
平
成

１７
年
１
月
１
日
現
在
で
の
鑑
定
評
価 

▼
募
集
要
件 

★
不
動
産
鑑
定
業
者
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
不
動
産
鑑
定
士 

★
不
動
産
鑑
定
業
者
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
事
務
所
に
所
属
し
て
い
る

不
動
産
鑑
定
士
お
よ
び
、
不
動
産
鑑

定
士
補 

▼
申
込
方
法
　
６
月
１１
日
　
ま
で
に
、

税
務
課
に
備
え
て
あ
る
所
定
の
用
紙

に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第

２
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）  

         

●
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

　
受
け
て
い
な
い
人
へ 

  

　
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
か

ら
１４
〜
２１
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、
発

熱
と
と
も
に
全
身
に
淡
い
発
疹
が
出

現
し
ま
す
。
通
常
３
日
程
度
で
消
失

し
、
発
熱
は
麻
し
ん
の
よ
う
に
高
熱

が
続
く
こ
と
は
少
な
く
微
熱
程
度
で

終
わ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
の
症
状
と
し
て
、
耳
の
後
ろ
や

け
い
部
や
後
頭
下
部
の
リ
ン
パ
節
が

は
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
妊
娠
初

期
の
女
性
が
風
し
ん
に
り
患
す
る
と
、

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
が
胎
盤
を
介
し
て

胎
児
に
感
染
し
、
出
生
児
が
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
を
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
妊
娠
２
か
月
以
内
の
女

性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
出
生
児

は
、
白
内
障
、
先
天
性
の
心
臓
病
、

難
聴
の
２
つ
以
上
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
が
多
く
、
妊
娠
３
〜
５

か
月
に
感
染
し
た
場
合
で
も
難
聴
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。 

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う 

　
特
に
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
で

あ
っ
て
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

な
い
人
で
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を
防
止
で

き
ま
す
の
で
、
風
し
ん
の
予
防
接
種 

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
接
種
に
つ
い
て
は
直
接
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
な
い
医

療
機
関
も
あ
り
ま
す
）
。
な
お
、
費

用
は
本
人
負
担
に
な
り
ま
す
。 

※
１
歳
〜
７
歳
６
か
月
ま
で
の
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
広
報
ま
た
は
、
予
防
接
種
実

施
計
画
表
を
ご
確
認
の
う
え
、
体
調

の
良
い
時
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）  

  

●
講
演
会
「
糖
尿
病
を
予
防

　
し
よ
う
」 

  

　
豊
か
な
食
生
活
と
か
ら
だ
を
動
か

さ
な
く
て
す
む
便
利
な
生
活
に
よ
り
、

糖
尿
病
予
備
軍
の
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
生
活
習
慣
と
の
関
連
を
知

り
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
　
６
月
２２
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視

聴
覚
室 

▼
内
容
　
講
演
「
糖
尿
病
を
予
防
し

よ
う
」 

▼
講
師
　
井
上
洋
さ
ん
（
犬
山
中
央

病
院
副
院
長
） 

▼
対
象
　
糖
尿
病
予
防
に
関
心
の
あ

る
人 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）  

         

●
普
通
救
命
講
習
会 

  

　
消
防
署
で
は
、
通
報
を
受
け
て
か

ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

身
近
に
い
る
人
が
適
切
な
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
、
心
肺
蘇
生
法
や
止

血
法
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
講
習
の
時
間
は
３
時
間
の

予
定
で
す
。
受
講
さ
れ
た
人
に
は
、

修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
講
習
は

無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
毎
月
９
日
午
後
１
時
３０
分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
消
防
署
２
階
大
会
議
室 

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
消
防
職
員

が
出
張
し
て
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
方
法
　
随
時
、
消
防
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
（
電
話
可
）
。 

▼
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
―
５

３
３
３
）
　  

品

５

１
日

き
る
よ
う
に

は
、

の
こ
と
に

に
は

し
て
く
だ
さ
い
。

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

の

健康  

 
 

 

募集  

（火） 

（日） 

（金） 

い
の
う
え
ひ
ろ
し 

講座  
教室  
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愛・地球博　ここが見どころ　 
～日本ゾーン～ 
　長久手会場のほぼ中央に日本政府や愛知県などのパビリオンが集まる
「日本ゾーン」があります。 
　今回は、愛知県パビリオン「長久手愛知県館」を紹介します。 
　メーンとなる建物は、全体を愛知の伝統文化である「山車」に見立て
て造られます。日本庭園として整備される「かえで池」を背景に、全長
約６０㍍の大屋根に日本の伝統建築独特の「反り」を持たせた和風の建築デザインです。中では、
からくりを使った舞台転換技術や最先端の映像技術をふんだんに取り入れた「地球タイヘン」大講
演会などを展開し、地球環境問題や未来社会への展望をダイナミックに楽しく体感できます。 
　パビリオン内にある「あいち・おまつり広場」では１８５日の間、日替わりで、市町村や県民参
加、県企画によるさまざまなイベントが行われます。愛知県と友好提携をしているオーストラリア・

ビクトリア州や中国・江蘇省が参加するイベントもあります。 
　また、「長久手愛知県館」に隣接して、中部９県によるパ
ビリオン「中部千年共生村」が設置されます。ここは、地域
にある優れた自然の営みや生物資源を活用したモノづくりを
通じ、千年持続社会を実現するさまざまなモノや技術を提案・
体験できるパビリオンです。 
　問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ 
（☎０５２－９６２－４０２７）  
ホームページアドレス　http://www.pref.aichi.jp/expo/

▼
 

キ
ャ
ッ
プ

が
あ
り
ま

▼
申
込
・
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第

２
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）  

　
特
に
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
で

あ
っ
て
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

▼
講
師
　
井
上
洋
さ
ん
（
犬
山
中
央

病
院
副
院
長
） 

▼
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
―
５

３
３
３
）
　  

         

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
５
月
１
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
電
動
ウ
ォ
ー
カ
ー 

▼
あ
げ
ま
す
　
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
お
ま

る
、
学
生
用
の
ス
カ
ー
ト
（
夏
物
）
、

子
ど
も
用
自

転
車
（
幼
児

用
）
、
紙
お

む
つ
、
七
五

三
用
着
物
等

（
女
子
用
）
、

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
、
三
輪
車
（
女
子
用
）
、
ベ

ビ
ー
ダ
ン
ス
（
２
段
） 

▼
求
め
ま
す
　
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
岩

倉
幼
稚
園
園
服
（
男
の
子
用
）
、
ベ

ビ
ー
バ
ス
、
遊
花
幼
稚
園
制
服
（
男

の
子
用
・
女
の
子
用
）
、
か
や 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）  

  

●
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス 

☎
３
８
―
３
１
１
９ 

  

　
「
あ
っ
！
　
火
事
だ
。
場
所
は
ど

こ
だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
時
、消
防
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
消
防
署
で
は
、
火
災
発
生
時
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
場
所
等
を
消
防
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
３
８
―
３
１
１

９
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
　

　
１
１
９
番
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、

他
の
緊
急
通
報
に
支
障
を
き
た
す
こ 

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
消
防
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
消
防
車
・
救
急
車
が
早
く
出
動
で

き
る
よ
う
に
通
報
は
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

★
落
ち
着
い
て
正
確
に 

★
火
災
、
救
急
等
を
は
っ
き
り
と 

★
場
所
、
目
標
物
を
明
確
に 

★
事
故
等
の
内
容
を
く
わ
し
く 

※
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係
（
☎
３

７
―
５
３
３
３
）  

  

●
公
共
用
地
取
得
に
ご
協
力
を 

  

　
道
路
を
は
じ
め
、
河
川
、
下
水
道
、

公
園
等
の
社
会
資
本
を
整
備
す
る
た

め
に
は
多
く
の
土
地
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

て
大
切
な
土
地
を
使
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
６
月
は
公
共
用
地
取
得
の
円
滑
な

推
進
を
図
る
た
め
の
重
要
月
間
で
す
。 

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
に

皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。 

  

●
危
険
物
安
全
週
間 

６
月
６
日
　
〜
１２
日
　 

  

　
６
月
６
日
　
か
ら
１２
日
　
ま
で
、

全
国
一
斉
に
危
険
物
安
全
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
身
近
に
あ
る
灯
油
・

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
取
り
扱
い
や
、
保

管
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
般
の
ご
家
庭
で
、
冬
の
間
暖
房

器
具
な
ど
で
使
用
し
、
残
し
て
し
ま

っ
た
灯
油
を
、
直
接
日
光
の
当
た
ら

な
い
風
通
し
の
よ
い
場
所
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
危
険
物
を
常
時
取
り
扱
う
事
業
所

で
は
、｢

慣
れ｣

に
よ
る
事
故
が
発
生 

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従
業
員
の

皆
さ
ん
は
常
日
ご
ろ
の
取
り
扱
い
に

注
意
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
今
一
度
、
危
険
物
の
正
し
い
取
り

扱
い
を
、
お
互
い
に
確
認
し
合
い
ま

し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防

防
災
係
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
） 

相 談 
その他 

 

（土） 

（土） 

（日） 

（日） 

　現在、尾張北部聖苑では住民の皆さんに利用しやすい施設づくり
を目的に、各種取り組みをしていますが、このたび斎場棟式場の床、
壁面のクロスの張り替えおよび照明の一部改修等を行うことになり
ました。下記期間中、大変ご迷惑をおかけしますが、施設の使用が
できませんのでご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
　使用できない期間　６月１０日（木）～２５日（金） 
※６月９日（水）の通夜を含みます。 
　問合先　愛北広域事務組合尾張北部聖苑（☎０５６８－６２－４
１４４）  

尾張北部聖苑の斎場棟式場（葬儀場）改修工事 

▼
 

▼
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日 

４時 

日 

後３時 

請求 

児
童
新
着
図
書
の
紹
介 

 岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
う
さ
ぎ
の
お
べ
ん
と
う

　
や
さ
ん 

 

笹
沼
香
　
絵 

井
上
よ
う
子
　
作 

               

　
う
さ
ぎ
の
ぴ
ょ
ん
た
さ
ん
は
お
弁

当
屋
さ
ん
。
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ー
、

と
っ
て
も
お
い
し
い
お
弁
当
で
す
よ

ー
」
さ
い
し
ょ
の
お
客
さ
ん
は
さ
る

さ
ん
。
さ
て
、
ぴ
ょ
ん
た
さ
ん
は
ど

ん
な
お
弁
当
を
作
る
の
か
な
？
　
親

子
で
遊
べ
る
楽
し
い
し
か
け
絵
本
。 

★
ゴ
リ
ラ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム 

　
　 

き
た
む
ら
だ
い
す
け
　
作 

分
類
　
絵
本 

            

　
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
は
森
の
王
様
。 

と
っ
て
も
大
き
く
、
と
っ
て
も
強
く
、 

と
っ
て
も
や
さ
し
い
と
う
さ
ん
ゴ
リ 

ラ
。
小
さ
な
ゴ
リ
ラ
は
ジ
ャ
ン
グ
ル 

タ
ム
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
ト
ム･･･

。  

　
お
と
う
さ
ん
ゴ
リ
ラ
と
そ
の
子
ど 

も
の
ゴ
リ
ラ
の
絵
本
。 

 

★
ス
ス
メ
お
に
ぎ
り
コ
ロ
コ
ロ
　 

　
お
ぐ
ま
こ
う
じ
・
ほ
り
え
い
く
よ

　
　
　
　
作
・
絵 

★
ね
こ
ま
た
妖
怪
伝 

藤
野
恵
美
　
作 

筒
井
海
砂
　
絵 

★
モ
ン
ス
タ
ー
学
園 

　
舟
崎
克
彦
　
作
・
絵 

★
お
と
う
さ
ん
と
さ
ん
ぽ 

あ
い
の
や
ゆ
き
　
絵 

あ
か
ぎ
か
ん
こ
　
作 

★
に
じ
を
み
つ
け
た
あ
ひ
る
の
ダ
ッ
ク

　
　
フ
ラ
ン
セ
ス
・
バ
リ
ー
　
作 

　市民相談室に「不審なはがきに戸惑っている」という相談が、これまでに５５
件ありました。 
　その相談内容は、『「あなたの不良債権が当社に譲渡されたので大至急連絡
してほしい（お金を振り込んでほしい）。連絡（お金の振り込み）がなければ、
回収員が直接自宅に回収に出向く」という内容のはがき（封書）が届いたが、
自分にはまったく身に覚えがない。差し押さえや自宅に回収という言葉で思わ
ず不安になってしまうが、どうしたらよいのか』というものがほとんどです。 
　最近ではインターネット上のアダルトサイトや 
出会い系サイトなどの電話情報サービスの利用料 
請求だけでなく、何の請求なのか表示がしていな 
いもの、お金を振り込まなければ教えられないと 
表示したもの、さらには、子どもの名義で請求し、 
親の情に訴えるものまでさまざまな悪質な手口が 
使われています。 
 
 
　しかし、このような請求には効力がありません。 
①他人に金品を請求する際には、その権源（代金や借金の内容など）をしめさ
なければならないのに、それが記載していない。 
②債権（請求権）の譲受人と自分では言っているが、債権の譲渡は原債権者が
債務者（支払義務者）に譲渡通知をしないと効力がありません。 
　さらに、この種の連絡先は携帯電話になっている場合がほとんどで、そちら
に連絡すると、それを機に難くせをつけられる危険もありますので、身に覚え
のない限り放置しておくのが良策だとされています。 
　また、愛知県警悪徳商法１１０番（☎０５２－９５１－４１９４）、江南警
察署住民サービス係（☎５６－０１１０）へ届け出るのも犯罪防止のためには
有効です。 
　問合先　市民相談室（☎３８－５８２２） 

（日） 

（金） 

さ
さ
ぬ
ま
か
お
り 

ふ
じ  

の   

め
ぐ
み 

つ
つ  

い
　
み
　
さ 

ふ
な
ざ
き
よ
し
ひ
こ 

い
の 

う
え
　
　
　
　  

こ 

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
６
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド 

　
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間 

  

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、
法
的
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

万
一
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
安
全

性
が
確
保
さ
れ
、
身
体
保
護
に
大
き 

な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、
自
動
車
乗
車
中
に
交
通

事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
６
割
が
シ 

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
う
ち
、
５
割
の
人
が
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
さ
え
締
め
て
い
た
ら
助
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で

あ
り
、
交
通
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ

る
最
も
効
果
的
な
対
策
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら
自
動
車
乗

車
中
の
６
歳
未
満
の
幼
児
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
が
義
務
付
け 

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
着
用
率
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、
６
月
１１

日
　
か
ら
２０
日
　
ま
で
の
１０
日
間
を

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間
と
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

  

▼
相
談
内
容 

★
障
害
の
種
別
程
度
を
正
し
く
理
解

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
１４
日
　
・
２８
日
　
午

  

　 

 

（月） 

（月） 

被害が急増しています 

「身に覚えのない支払い請求（架空請求）」に 
ご注意ください！ 

これらの請求には効力がありません！ 
 

▼
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※いずれも、祝日、振替休日を除きます。 

 

電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援セ 
ンター 

東部保育園内 
子育て支援セ 
ンター 

大地町小森５ 

☎　３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 

☎　３８―２３８７ 

毎週月～金曜日 

午前９時～午後４時 

毎週月～金曜日 

午前１０時～午後３時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～４時 

毎週月・水・金曜日 

午後１時～３時 

ん
な
お
弁
当
を
作
る
の
か
な
？
　
親

子
で
遊
べ
る
楽
し
い
し
か
け
絵
本
。 

★
に
じ
を
み
つ
け
た
あ
ひ
る
の
ダ
ッ
ク

　
　
フ
ラ
ン
セ
ス
・
バ
リ
ー
　
作 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

く  

ぼ 

ま
こ
と 

（火） 

（水） 

（木） 

万
一

事
故
に
あ
っ
た
場
合

安
全

性
が
確
保
さ
れ
、
身
体
保
護
に
大
き 

　
ま
た

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら
自
動
車
乗

イ
ル
ド
シ

ト
の
着
用
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

  
●
入
学
前
就
学
相
談 

  

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
害

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
入
学
前
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
就
学
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。
相

談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
厳
守
で

す
。 

▼
と
き
　
８
月
２４
日
　
・
２５
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
市
テ
ニ
ス
場
（
一

宮
市
今
伊
勢
町
馬
寄
字
西
流
９
―
１

☎
０
５
８
６
―
４
６
―
０
５
０
５
）

▼
相
談
内
容 

★
障
害
の
種
別
程
度
を
正
し
く
理
解

す
る
。 

★
障
害
児
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
よ

り
正
し
く
理
解
す
る
。 

▼
申
込
期
限
　
７
月
１
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）  

  

●
教
育
相
談 

  
　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
６
月
１４
日
　
・
２８
日
　
午

後
１
時
〜
４
時 

※
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
・
４
月
曜

日
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と

な
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
）  

  

●
子
育
て
相
談 
  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
よ
く
動
き
回
っ
て
じ
っ
と
し
て

い
な
い
」
「
こ
の
ご
ろ
イ
ヤ
イ
ヤ
ば

か
り
で
困
っ
て
し
ま
う
わ
」
「
近
く

に
遊
ぶ
子
や
遊
び
場
が
な
い
け
ど 

…
」
「
１
日
中
子
ど
も
の
世
話
で
母

の
気
が
休
ま
ら
な
い
」
な
ど
な
ど
。 

　
ひ
と
り
で
考
え
込
ま
ず
に
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

　 

                      

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

  

（月） 

（月） 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっています
ので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、午後０時から１時までお昼の休憩をいただき
ます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■税務相談 
　６月　３日（木）午後１時～４時 
■女性悩みごと相談 
　６月　４日（金）午後１時～３時３０分 
■交通事故相談（予約制…定員３人） 
　６月　４日（金）午後１時～４時 
※５月２８日（金）までに予約があった場合、専門相談員が来庁
します（電話可）。 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
　６月　６日（日）午後１時～３時 
　６月２０日（日）午後１時～３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　６月　８日（火）午後１時～４時 
　６月２３日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、
市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
　６月　９日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　６月１０日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　６月１１日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　６月１１日（金）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　６月１８日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　６月２８日（月）午前１０時～午後３時 
※平成１６年度から年金に関する相談を新たにお受けします。お
気軽にご相談ください。 

●心の相談電話  ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよ
くよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かなボランテ
ィアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を
除く） 

▼
 

▼
 

み  　な  　       な     や      む     な 
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下
本
町
の
總
見
宗
顕
・
礼
子
さ
ん
の
長

女
榛
名
ち
ゃ
ん
（
１１
か
月
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ
１
歳
の
お
誕
生

日
だ
ね
。 

　
こ
の
１
年
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
た
く

さ
ん
驚
か
せ
て
く
れ
た
ね
。
こ
れ
は
ま
だ

で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を

す
ん
な
り
や
っ
て
の
け
た
り
、
親
が 

「
ヒ
ヤ
ッ
」
と
す
る
よ
う
な
事
を
し
た
り
、

わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
大
泣
き
し
た
り
…
。

で
も
、
ど
れ
も
こ
れ
も
榛
名
の
成
長
の
証

だ
ね
。 

　
こ
れ
か
ら
も
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を

た
く
さ
ん
驚
か
せ
て
感
動
さ
せ
て
ね
。 

榛
名 

ち
ゃ
ん 

は
る
　 

な 

そ
う 

み
　
む
ね
あ
き
　
　
れ
い  

こ 

「
地
域
子
ど
も
教
室
」っ 

て
何
？ 

　
５
月
８
日
、
市
内
の
各
小
・
中
学

校
で
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

  

　
こ
の
教
室
は
、
学
校
を
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
の
び
の
び
と
活
動
で

き
る
場
所
に
し
よ
う
と
行
わ
れ
る
も

の
で
、
夏
休
み
な
ど
の
休
業
期
間
、

祝
祭
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日
の
午
前

中
、
市
内
全
小
・
中
学
校
で
開
か
れ

ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
、
「
地
域

子
ど
も
指
導
員
」
が
小
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

指
導
員
は
２０
〜
６０
歳
代
の
学
生
や
社

会
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
で
す
。 

　
こ
の
教
室
で
は
、
決
め
ら
れ
た
教

科
書
や
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
員
は
、
集

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
希
望
す
る
勉
強
を
教
え
た
り

し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

ま
す
。 

教
室
の
様
子
は
… 

　
初
日
の
こ
の

日
は
、
７
校
合

わ
せ
て
１
０
７

人
が
こ
の
教
室

に
参
加
し
て
指

導
員
と
対
面
し

ま
し
た
。 

　
初
め
の
う
ち

は
お
互
い
に
緊

張
し
た
雰
囲
気

で
し
た
が
、
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
お
に
ご
っ
こ
な
ど
で
遊
ぶ
う
ち
に

緊
張
も
す
っ
か
り
消
え
て
、
終
わ
り
の
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
教
室
は
、
学
年

や
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
て
お
友
達
や
指
導
員
の
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
教
室
と

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
次
の
土
曜
日
に
学
校

へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

 

 

問合先　生涯学習課生涯学習係（☎38―5819） 

域 

▲
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驚

せ

感
動

せ

 

　
大
地
新
町
の
天
野
洋
光
・
久
枝
さ
ん
の

長
女
莉
子
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
父
さ
ん
の
一
言 

　
４
月
か
ら
保
育
園
に
通
い
始
め
た
莉
子
。

毎
日
の
お
散
歩
や
外
遊
び
で
、
顔
も
手
も

日
に
焼
け
て
た
く
ま
し
く
な
っ
て
き
た
ね
。 

　
莉
子
が
日
々
成
長
し
て
い
る
姿
は
、
心

か
ら
う
れ
し
く
、
父
と
母
の
励
み
に
な
っ

て
い
る
よ
。 

　
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
健
康
で
、
そ
し
て

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
あ
れ 

莉
子 

ち
ゃ
ん 

 

り
　  

こ 

あ
ま  

の  

ひ
ろ 

み
つ
　
　
ひ
さ   

え 

東海地震はなぜ起きる
みや　  た　　　　  さと　  こ 

●あいち防災リーダー　　宮田　智子 

▲新たな東海地震想定震源域 

し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

ま
す
。 震源域の見直し 

　２５年程度前には、東海地震は、遠州灘から駿河湾に

かけたところの海底を震源域として起きると考えられて

いました。 

　その後いろいろ研究が進み、震源域の見直しをしよう

という気運が高まり、昨年

新しい想定震源域が決定さ

れました。その結果、想定

震源域は愛知県側へ張り出

し、愛知県の予想される震

度はより大きくなってきま

した。 

いまどうして東海地震がさわがれるの？ 
　昭和１９年に発生した東南海地震でひずみが開放され

ず、安政東海地震（安政１年）から約１５０年間大地震

が発生していないため、相当なゆがみが蓄積されている

と考えられています。 

　このことからこの地域は地震空白域とよばれ、いつ大

地震が発生してもおかしくないと見られています。 

 

 

※地震空白域…地震の起きるべき所に 
起きない状態が続いている所。 
地震の発生確率が高い所です。 

2003年 
149年 

！！ 

東海地震と東南海・南海地震 

空白域 

安政地震（M8.4） 
あん せい 
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生徒一人ひとりを大切にする特色ある南中の取り組み生徒一人ひとりを大切にする特色ある南中の取り組み
主
役
は
生
徒
で
す
！ 

生
徒
を
主
役
と
す
る 

　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
場
面 

  

　
南
部
中
学
校
区
の
３
小
中
学
校
は
、
３
年
間
に
わ

た
り
文
部
科
学
省
か
ら
指
定
を
受
け
、
児
童
・
生
徒

に
基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神
を
高
め
、
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
し
た
教
育
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

　
研
究
の
内
容
は
、
学
校
と
家
庭
と
地
域
の
交
流
を

深
め
、
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
へ
の
取
り
組
み

で
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
県
内
で
は
平
成
１５
年
６
月

６
日
　
に
名
古
屋
の
桜
華
会
館
で
、
全
国
的
に
は
平

成
１５
年
１１
月
７
日
　
に
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
教

員
研
修
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
で
研
究
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
取
り
組

み
は
、
今
後
も
特
色
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
校

を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。 

     

卒
業
式 

　
参
加
者
全
員
が
お
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
卒
業

生
を
送
り
出
す
式
を
敢
行
し
ま
し
た
。 

　
式
に
参
列
し
た
石
黒
市
長
や
教
育
長
先
生
か
ら
は
、

純
真
な
生
徒
た
ち
の
姿
を
目
前
に
熱
の
こ
も
っ
た
心

温
ま
る
祝
辞
や
告
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
保
護
者
や
教
師
を
間
近

に
感
じ
、
前
生
徒
会
長
の
利
田
君
の
涙
で
語
る
お
別

れ
の
こ
と
ば
に
卒
業
生
一
同
も
感
動
。
こ
の
場
に
参

列
し
た
全
員
が
卒
業
生
の
旅
立
ち
を
祝
福
し
ま
し
た
。 

 

入
学
式 

　
入
学
し
て
き
た
１
４
０
人
の
生
徒
の
姿
を
保
護
者

が
目
の
前
で
観
ら
れ
る
よ
う
に
、
会
場
を
工
夫
し
ま

し
た
。 

　
み
ず
み
ず
し

い
ピ
カ
ピ
カ
の 

１
年
生
の
姿
は
、

平
成
１６
年
度
の

ス
タ
ー
ト
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の

で
し
た
。
新
入

生
を
囲
み
、
式

に
参
列
し
た
す

べ
て
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
の
祝

福
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

南
中
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
地
域
の
皆
さ
ん
や
小
学
生
を
招
い
て
行
う
南
中
な

ら
で
は
の
文
化
祭
で
す
。 

　
お
化
け
屋
敷
や
メ
ダ
カ
す
く
い
な
ど
、
各
ク
ラ
ス

の
工
夫
を
凝
ら
し
た
出
し
物
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

も
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
、

地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、

和
泉
村
物
産

品
の
販
売
な

ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容

と
な
っ
て
お

り
、
み
ん
な

で
楽
し
む
ひ

と
と
き
で
す
。 

　
今
年
度
は
、

１１
月
１４
日
　

に
計
画
し
て

い
ま
す
。 

 

（金） 

（金） 

（日） 

▲研究発表会のようす 

▲平成１５年度卒業式 

▲平成１６年度入学式 

　
南
中
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

▲
 

南部中学校 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　５月６日、東町と大地町の老人憩の家でしょうぶ湯が用

意され、訪れたお年寄りの皆さんがすがすがしい初夏の香

りを楽しみました。この薬湯は、５月５日の端午の節句に

ちなんで毎年用意されています。お湯に入った皆さんは、

子どものころから親しんだなつかしい香りに包まれ、和や

かな笑顔を見せていました。 

　５月８日、東町に安全で安心なまちづくりの実現

を目指して自主防犯組織「東町を守る会」が発足し、

約８０人が参加して発足式が行われました。式では、

同会が定めた「東町を守る」「子どもを守る」「み

んなで守る」という「守るの三か条」を全員で宣誓

して防犯への思いを確認しました。 

　集まった皆さんは、式の後、腕章、チョッキなど

の防犯グッズを身につけて町内をパトロールしまし

た。今後、定期的に町内を巡回するなど、空き巣、

車上ねらいなどの犯罪予防を目指して活動が続けら

れます。 

 

　５月１１日、岩倉南小学校の３年生児童９２

人が市役所を訪れ、本会議場、市長室などを見

学しました。 

　議場を見学した子どもたちは、初めて入る議

場の雰囲気に驚いた様子で、大きないすに腰掛

けて議長や事務局職員から議会の役割などにつ

いての説明を受け興味深げに聞いていました。 

　議会中継用に設置されたカメラで友達の姿が

テレビに映し出されると、大喜びでその子の名

前を呼んでいました。 

テレビにみんなが映ってる！ 
～南小学校児童が市役所見学～ 

まちの安全は自分たちの手で 
～東町防犯組織が発足～ 

さわやかな初夏の香り 
　　　　　　　　  ～しょうぶ湯～ 

を
お
持
ち

て
い
ま
す
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いわくらし

ちき
ゅうにやさしい

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

至布袋駅 

至岩倉駅 

稲原寺 

国道国道１５５号線号線 国道１５５号線 
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高速
道路
 

石
仏
駅 

N

★８か月児育児教室　★４か月児健康診査 
分別収集/中本町・東町・中野町・鈴井町  
古紙と古着の日/八剱町・井上町・神野町・石仏町 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　石仏町、稲原寺前の道を歩いていて門の脇に立てられたお堂にふ

と目が止まりました。 

　お堂の中には仏様が納められており、蓮華座の下を見ると「右小

牧」「左一宮」と刻まれていました。岩倉市史で調べてみると、明

和９年（１７７２年）に立てられた道標であることが分かりました。 

　岩倉を通る旧街道は、市の中心部を南北に貫いている「岩倉街道」

がまず頭にうかびますが、この道標は、一宮と小牧を結んでいた「小

牧街道」の辻に立てられていたもので、実際の街道はもう少し南側

を通っていたようです。現在は、移されて今のお堂に納められてい

ます。 

　道標の仏様は、頭巾や前掛け、花などで飾られており、今も地元

の人に大切にされています。２３０年余りも岩倉を往来する人々を

見守ってきたお顔は、とても穏やかでした。 

～石仏町かいわい～ 
1

797

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

6

　休日急病診療（永吉昭一　なかよしこどもクリニック） 
朝市/東町 

★ポリオ 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ポリオ 
夕市/ＪＡ岩倉支店 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第1回 

★3歳児健康診査  
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★離乳食教室　★１歳6か月児健康診査  
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★ポリオ 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

野菜の広場/岩倉駅地下道  
朝市/岩倉団地 

※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（押谷誠　おしたにクリニック） 
★フッ素塗布・歯科検診 

★母親教室第２回 

1

15

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口/48,259人（＋139人） 
            男性/24,050人（＋71人） 
            女性/24,209人（＋68人） 
          世帯数/19,220世帯（＋92世帯） 
                （5月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

じ 




